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編集後記

　「いしおか市議会だより」第89号をお届けします。
　石岡市政には課題が山積しています。市民ホールなど
の複合文化施設建設をどうするのか、産科の開設、子ど
もも高齢者も安心して暮らせる福祉豊かな市政をどうつ
くっていくのか、主要な産業である農業、中小企業をど
う守り育てていくのか、「歴史の里」としての文化財の保
存と活用、住み続けたい街をつくり、人口減少にどう歯
止めをかけていくのか、駅周辺整備と中心市街地の活性
化など・・・・。市民のみなさんの願いと声を市政に届け、
実現していくために第3回定例会でも15名の議員が一
般質問にたち、4名が議案質疑を行いました。
　ぜひ「いしおか市議会だより」を読んでいただき、ご意
見ご要望をお寄せください。議会広報委員会として議会
事務局の協力も得て、市民のみなさんに親しまれる紙面
にするために努力してまいります。（小松）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一
委　員　小松　豊正
委　員　飯村　一夫

副委員長　新田　　茜
委　員　谷田川　泰
委　員　中根　淳一

月　日 内　　容 場　所 中継

12月 ８日（金） 文教厚生委員会 委員会室

12月11日（月）総務企画委員会 委員会室

12月12日（火）産業建設委員会 委員会室

12月13日（水）複合文化施設建設特別委員会
全　　員
協議会室

12月14日（木）議会運営委員会 全　　員
協議会室

11月28日（火）開会日（議案の提案理由説明など） 本会議場 ○

12月 ４日（月） 一般質問 本会議場 ○

12月 ５日（火） 一般質問 本会議場 ○

12月 ６日（水） 一般質問 本会議場 ○

12月 ７日（木） 議案質疑 本会議場 ○

12月15日（金） 閉会日（議案の採決など） 本会議場 ○

第４回定例会の予定 12月

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

Ishioka City Council News -No.89-

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks 

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

議員研修会

議員研修会を
開催しました

　
　

　石岡市議会議員の資質向上を図ることを目的に、毎年、議員研修会を開催しています。
　改選後初めての研修会となった今回、二部構成で実施をしました。
　第一部では、議長・副議長が中心となり、議会に関する基本事項を定めた最高規範である「石岡市議会基
本条例」について議員自ら理解を深めていく研修を行いました。
　また、第二部では、元全国都道府県議会議長会事務局次長の鵜沼信二氏を講師にお招きし、『地方議会・
議員の役割と権限―期待される機能発揮のあり方―』をテーマにご講演をいただき、出席した議員は講師
の話に熱心に耳を傾け、大変有意義な研修会となりました。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10言語翻訳や音声読み上
げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報紙などが集約された「ibaraki ebooks（イ
バラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォンやタブレットなどで、ぜひアクセス
してみてください！

第一部 第二部
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ギカイの仕事
～石岡市動物の愛護及び管理に関する条例が可決されるまで～
　議会は通常、どのような役割を担い、議員はどういった仕事をしているのか。令和５年第３回定例会
での条例の審査の流れを例に見ていきましょう。

　議員と市長がそれぞれ市民の直接選挙によって選出され、ともに代表機関とする仕組みです。
議会と市長は独立し、お互いに対等な立場で、話し合いを重ねながら市の発展のために活動してい
きます。

議会の制度　二元代表制とは

　市長から、議案を提出した理由とその概要についての説明があります。

①議案の提案理由説明

市民

議会 市長

請願・陳情 行政サービス

選挙

議案の提出

議決・調査・検査

選挙

（図）二元代表制 概念図

市長：「議案第88号 石岡市動物の愛護及び管理に関する条例を制
定することについて」は、動物の習性に関する正しい知識に基づ
く飼養方法及び管理に関し必要な事項及び基本理念を定めること
により、市民一人一人の動物を愛護する心を育み、人と動物の調
和の取れた共生社会の実現に向け、条例を制定するため、議会の
議決を求めるものです。

　議員は、議案の提出者である市長に対して、議案の内容や提案の理由に
ついて、疑問に思った点や不明な点をただします。

②議案質疑

「議案第88号 石岡市動物の愛護及び管理に関する条例を制定することについて」
にかかる議案質疑内容

次ページ②へ

条例を提案するに至った経緯は？問

当市においても条例制定の検討を行っ
てきた。国の法律の施行や茨城県の条
例改正などの影響等の精査に時間を要
していたが、市民の方々の意識を高め
ることの重要性を鑑み提出した。

答

水戸市では罰則規定があるようだが、
石岡市で設けない理由は？

問

国の法律、県の条例には罰則規定があ
り、当市にも適用されるため、罰則の設
定は必要ないと考えている。また、水
戸市の罰則規定は、内容的には県の規
定と同じものであると認識している。

答

 議案質疑終了後、議案をより詳細に調べるため、所管の各常任委員会へ審査を付託します。

　議員はそれぞれの所属する委員会で、執行部による詳細な説明を受け、少人数で専門的・能率的
に更なる審査をしていきます。

③委員会での審査

「議案第88号 石岡市動物の愛護及び管理に関する条例を制定することについて」
にかかる産業建設委員会での審査内容

石岡市環境美化条例でも飼い犬のふん
害の規定があるが、今回の条例との整
合性は？

問 石岡市環境美化条例は、市民生活の一
環として、市内の道を汚さないなど環
境の面について定めているもの。動物
と人間の間の調和を目指す今回の条例
との整合性については問題ないと考え
る。

答

④審査結果の報告と議決
1議案の審査を行った委員会の委員長が審査の経過と結果を報告
2委員長の報告に対する質疑 
3討論（議員が議案に賛成か反対の意見を表明し、他の議員の賛同を求める）
4採決（議長が多数決により「可決」「否決」などの結果を決定）  

「議案第８８号 石岡市動物の愛護及び管理に関する条例を制定することについて」

全会一致で可決

今回、1の委員長報告は省略
となりました。
2、3について、質疑や討論
をする議員はいませんでした。

令和5年12月1日　発行
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◆第3回定例会
　[8月29日～9月14日]

定例会

ドキュメント

第
３
回
定
例
会
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長
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案
を
提
出

決
算
認
定
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案
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案
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案
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５
年
第
３
回
定
例
会
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は
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市
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ま
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歳
出
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主
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と
し
て
、
令
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５
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４
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１
日
付
の
人
事
異
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に
伴
う
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件
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整
の
ほ
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務
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八
郷
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複
合
施
設
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す
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「
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と
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ひ
ろ
ば
」に
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す
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、
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物
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習
性
に
関
す
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今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事

案
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人
権
擁
護
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員
の
推
薦
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各
委
員
会
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付
託
し
て
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い
、

最
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に
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、
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和
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度
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令
和
４
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度
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石
岡
市
各
会
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決
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認
定
議
案
に
つ
い
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は
、
市
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か
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監

査
委
員
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審
査
を
い
た
だ
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た
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審
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意
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添
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。

　
各
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を
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補正予算の主な事業と予算額
■さとのひろば整
　備事業 １,４３１万１千円

３０万円

３万円

２,６２３万５千円

１,３１８万８千円

６８万１千円

遊具等設置工事

審議会委員報酬

費用弁償
基本計画策定業務
委託料
施設改修工事

施設用備品
■城南スポーツ交
　流施設管理経費

■複合文化施設整
　備事業

第
３
回
定
例
会

条例

予算

補正
予算

複合文化施設整備事業の基本計画策定を外部委託
基本計画策定業務委託料2,623万5千円を計上

第３回定例会

　複合文化施設基本構想をもとに基本計画の策定に向けた作業等を進めていくにあたり、策定業務を外部委
託するための経費。基本計画では、施設機能の中心であるホール機能について、客席と舞台との位置関係、袖
や舞台の大きさ、音響や照明といった舞台設備等の検討を進めるとともに、必要な諸室の性能について具体化
をしていく。その際に、ホールに関する専門的な知識を活用し、あるいは他施設での事例等を参考とし、複合
化する機能を含む施設全体の融合性や、利用しやすい動線などについても検討するとともに、パース図として
示すことにより、市民にとってイメージのしやすい基本計画につなげていく。

どの程度計画の内容について任せていく
想定なのか？問入札業者の条件等はあるのか？問

ホール等、特殊な部分もあるため、仕様書
の中でこれまでに計画や設計に携わった
業者というような制限をかける。

答 コンセプト、基本方針については、審議会
や庁内委員会をはじめ、執行部のほうで
固め、基本的にはその技術的な助言、具現
化するための方法とイメージの見せ
方について委託する。

答

補正
予算

八郷中学校の武道場に空調を整備
武道場空調整備工事964万7千円

第３回定例会

国の補助金の対象となるとのことだが、
内容は？問

　近年の猛暑による熱中症対策の一環として実
施。導入する機器は、広い空間を冷やす必要があ
るため、県立高校や他市町村の体育館などに導入
実績のある機種を参考に、大型の据え置き型エア
コン２台分の予算を計上。

文部科学省所管補助事業の学校施設環境
改善交付金が前倒しで対象となり、補助
率は2分の1。一定程度の断熱性の確保と
いう補助要件に当てはまる八郷中学校に
先行整備を実施する。その他の中学校に
ついては、次年度以降継続して検討
していく。

答

案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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◆第3回定例会
　[8月29日～9月14日]

定例会

ドキュメント

第
３
回
定
例
会

市
長
が
23
議
案
を
提
出

決
算
認
定
議
案
を
除
く

13
議
案
を
原
案
可
決

　
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
市

長
か
ら
23
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）は
、
１
億
１
４
５
３
万
４
０

０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
７
９
億
７
６
３
７
万
４
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
、
令
和
５

年
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
調
整
の
ほ
か
、
総
務
費
で
は
、

八
郷
総
合
支
所
複
合
施
設
に
隣
接
す
る

「
さ
と
の
ひ
ろ
ば
」に
新
た
に
遊
具
等
を

設
置
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て
、
さ
と

の
ひ
ろ
ば
整
備
事
業
１
４
３
１
万
１
０

０
０
円
の
増
。
複
合
文
化
施
設
を
整
備

す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
経
費
と
し
て
、
複
合
文
化
施
設
整

備
事
業
２
６
５
６
万
５
０
０
０
円
の

増
。
教
育
費
で
は
、
城
南
ス
ポ
ー
ツ
交

流
施
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
設
備
を
改

修
す
る
た
め
の
経
費
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
維
持
管
理
に
必
要
な
備
品
を
購
入
す

る
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
、
城
南
ス

ポ
ー
ツ
交
流
施
設
管
理
経
費
１
３
８
６

万
９
０
０
０
円
の
増
な
ど
で
す
。

　
石
岡
市
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
は
、
動
物
の
習
性
に
関
す
る

　
今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
最
終
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事

案
件（
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
）を
除
き

各
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
を
行
い
、

最
終
日
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
各
会

計
決
算
認
定
議
案
を
除
く
13
件
を
、
原

令
和
４
年
度
決
算

　
令
和
４
年
度
の
石
岡
市
各
会
計
決
算

認
定
議
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら「
監

査
委
員
の
審
査
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

審
査
意
見
書
を
添
え
て
議
会
の
認
定
に

付
す
」こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
会
計
決
算
認
定
議
案
は
、
集
中
し

て
審
査
を
行
う
た
め
、
議
員
全
員
で
構

成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

10
月
17
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
審
査
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
決
算
特
別
委

員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
回
定
例
会
で

報
告
さ
れ
、
議
会
が
認
定
す
る
か
ど
う

か
を
採
決
し
ま
す
。

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
の
流
れ

本会議
開会

8/29

請
願
の
採
決

市
長
に
よ
る
議
案
提
案
理
由
説
明

本会議
閉会

9/14

議
案
、
請
願
の
採
決

議
員
に
よ
る
意
見
書
案
の
提
出
・
採
決

市
長
に
よ
る
追
加
議
案
提
出

追
加
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
採
決

本会議
議案質疑

9/7

議
案
に
対
す
る
質
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
４
名
）

本会議
一般質問

9/4～6

市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
15
名
）

 

常
任
委
員
会

議
案
、
請
願
の
審
査

所
管
事
務
の
調
査

9/8,11,12 

議
会
運
営
委
員
会

次
回
定
例
会
の
日
程
な
ど
の

協
議

 

複
合
文
化
施
設
建
設
特
別
委
員
会

議
案
の
審
査

正
し
い
知
識
に
基
づ
く
飼
養
方
法
及
び

管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
及
び
基
本
理

念
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
一
人

一
人
の
動
物
を
愛
護
す
る
心
を
育
み
、

人
と
動
物
の
調
和
の
取
れ
た
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
制
定
す
る
も
の
で
す
。

補正予算の主な事業と予算額
■さとのひろば整
　備事業 １,４３１万１千円

３０万円

３万円

２,６２３万５千円

１,３１８万８千円

６８万１千円

遊具等設置工事

審議会委員報酬

費用弁償
基本計画策定業務
委託料
施設改修工事

施設用備品
■城南スポーツ交
　流施設管理経費

■複合文化施設整
　備事業

第
３
回
定
例
会

条例

予算

補正
予算

複合文化施設整備事業の基本計画策定を外部委託
基本計画策定業務委託料2,623万5千円を計上

第３回定例会

　複合文化施設基本構想をもとに基本計画の策定に向けた作業等を進めていくにあたり、策定業務を外部委
託するための経費。基本計画では、施設機能の中心であるホール機能について、客席と舞台との位置関係、袖
や舞台の大きさ、音響や照明といった舞台設備等の検討を進めるとともに、必要な諸室の性能について具体化
をしていく。その際に、ホールに関する専門的な知識を活用し、あるいは他施設での事例等を参考とし、複合
化する機能を含む施設全体の融合性や、利用しやすい動線などについても検討するとともに、パース図として
示すことにより、市民にとってイメージのしやすい基本計画につなげていく。

どの程度計画の内容について任せていく
想定なのか？問入札業者の条件等はあるのか？問

ホール等、特殊な部分もあるため、仕様書
の中でこれまでに計画や設計に携わった
業者というような制限をかける。

答 コンセプト、基本方針については、審議会
や庁内委員会をはじめ、執行部のほうで
固め、基本的にはその技術的な助言、具現
化するための方法とイメージの見せ
方について委託する。

答

補正
予算

八郷中学校の武道場に空調を整備
武道場空調整備工事964万7千円

第３回定例会

国の補助金の対象となるとのことだが、
内容は？問

　近年の猛暑による熱中症対策の一環として実
施。導入する機器は、広い空間を冷やす必要があ
るため、県立高校や他市町村の体育館などに導入
実績のある機種を参考に、大型の据え置き型エア
コン２台分の予算を計上。

文部科学省所管補助事業の学校施設環境
改善交付金が前倒しで対象となり、補助
率は2分の1。一定程度の断熱性の確保と
いう補助要件に当てはまる八郷中学校に
先行整備を実施する。その他の中学校に
ついては、次年度以降継続して検討
していく。

答

案
の
と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
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補正
予算

城南スポーツ交流施設　ナイター設備の改修を予定
施設改修工事1,318万8千円を増額

　ナイター設備改修工事のための経費。現在、ナ
イター設備の水銀灯投光器48灯のうち点灯して
いるのは14灯。さらに、水銀灯投光器は製造中止
になっていることから、全ての投光器をＬＥＤ投
光器に交換する。

現在の夜間の利用状況は？市内の他の中
学校でナイター設備があるところはある
か？

問

工期と完成はいつ頃になると想定してい
るか？問

サッカーの団体が毎週火曜日から金曜日
まで利用している。市内では、府中中学
校にもナイター設備がある。

答

工期については、３か月程度を見込んで
いる。完成については、早くて12月末か
ら１月頃になる可能性もあると見込んで
いる。

答

ナイター照明は、スポーツによって求め
られる明るさが異なり、ソフトボールや
軟式野球などのボールが小さいスポーツ
は、さらに明るさが必要とのこと。今回
の想定している照度はどの程度か？

問

公式試合ではなくトレーニングなどを想
定したものとなるが、軟式野球で300ル
クス程度が必要という基準は確保できる
と想定している。

答

第３回定例会

補正
予算

自転車用ヘルメット購入
支援事業
委託料344万円を計上

第３回定例会

　市民が事業協力店で自転車用ヘルメットを購入
する際、ヘルメット購入１個当たり2,000円を上
限にその場で値引きして購入できる。

予算の算出根拠は？問
本事業の事業期間である５年間で、市民
の自転車用ヘルメットの着用率100％を
目指し、年間支援者数を1,720人と算出、
これにヘルメット１個当たりの限度額
2,000円を乗じた額を計上。

答

県内の実施状況は？問
つくば市での実施を確認しているが、全
年齢を対象としたものは県内初と
認識している。

答

補正
予算

動物の愛護・管理意識の
向上
マイクロチップ装着等推進補助金132万円

第３回定例会

　犬猫のマイクロチップ装着を推進するととも
に、動物の愛護及び管理についての意識の高揚を
図るため、犬猫のマイクロチップ装着手術並びに
犬猫の避妊及び去勢を行う者に対して、補助金を
交付する。

事業内容の詳細は？問
マイクロチップ装着を推進するため、装
着にかかる費用の一部を補助する。マイ
クロチップ装着の動機づけのため、マイ
クロチップ装着を条件として、避妊、去勢
についても補助を行う予定。補助金額は、
マイクロチップ装着手術が2,000円、避
妊手術が4,000円、去勢手術が3,000円
を上限とし、犬猫合わせて２頭まで。

答

補正
予算

八郷総合支所複合施設さとのひろば　新しい遊具設置へ
さとのひろば整備事業1,431万1千円を計上

　八郷総合支所複合施設に隣接するさとのひろば
において、遊具及び休憩スペースを整備する。
　遊具については、誰もが一緒に楽しめる遊具、
いわゆるインクルーシブ遊具として、サポート付
きブランコやテーブル式砂場、ドーム型クライミ
ング遊具を整備する予定。また、太陽からの日差
しを遮り、急な雨などからもしのげるよう、屋根
付きの休憩スペースを整備し、施設環境の充実を
図る。

財源は？問

インクルーシブ遊具とはどういったもの
か詳しい内容は？県内の導入実績につい
てはどうか？

問

一般財源のほか、企業版ふるさと納税と
しての寄附金1,000万円を充当する予定。答

インクルーシブ遊具は、あらゆる子ども
たちが、家族や友人と安全、快適に遊べる
よう工夫された遊具。笠間市の笠間中央
公園において、令和３年10月に県内初の
インクルーシブ遊具が導入され、その後、
つくば市の二の宮公園、筑波北部公
園おいて導入されている。

答

第３回定例会

補正
予算

農業者支援の取組
儲かる産地支援事業補助金
524万9千円等

第３回定例会

　先端技術の導入のほか、高品質、安定生産に必
要な農業用機械や施設の整備を支援する県単独の
補助事業。

儲かる産地支援事業補助金の内訳は？問
先端技術の導入等による申請が３名、補
助率３分の１、補助額342万6,000円。
有機ＪＡＳ認証農産物の生産拡大に向け
た機械の導入に係る申請が４名、補助率
２分の１、補助額182万3,000円。

答

有機ＪＡＳ認証取得支援事業補助金の内
訳は？問
有機農業の生産拡大を目的に、有機ＪＡ
Ｓ認証の取得に係る経費を支援する県単
独の補助事業で、支援対象者３名
に対し補助額23万3,000円。

答

補正
予算

部活動地域移行
実証事業を開始
教育振興支援事業100万4千円

第３回定例会

　部活動の地域移行に向けた実証事業に係る経
費。コーディネーターや指導者への謝礼金、実証
事業に係る印刷物等に係る経費や吹奏楽部を実証
事業とした場合の楽器運搬費用等。

事業内容の詳細、対象となる中学校は？問
今年度後半、モデル的に休日における部
活動の地域移行を実施していくもの。文
化部は吹奏楽部、運動部は剣道部と陸上
部を想定している。市内全体の中学校で
取り組んでいく。

答

吹奏楽部での楽器運搬費用とあるが、一
か所での実施を想定しているのか？問
生徒個人で移動できない楽器の運搬を想
定しているが、実施場所については
今後調整していく。

答
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補正
予算

城南スポーツ交流施設　ナイター設備の改修を予定
施設改修工事1,318万8千円を増額

　ナイター設備改修工事のための経費。現在、ナ
イター設備の水銀灯投光器48灯のうち点灯して
いるのは14灯。さらに、水銀灯投光器は製造中止
になっていることから、全ての投光器をＬＥＤ投
光器に交換する。

現在の夜間の利用状況は？市内の他の中
学校でナイター設備があるところはある
か？

問

工期と完成はいつ頃になると想定してい
るか？問

サッカーの団体が毎週火曜日から金曜日
まで利用している。市内では、府中中学
校にもナイター設備がある。

答

工期については、３か月程度を見込んで
いる。完成については、早くて12月末か
ら１月頃になる可能性もあると見込んで
いる。

答

ナイター照明は、スポーツによって求め
られる明るさが異なり、ソフトボールや
軟式野球などのボールが小さいスポーツ
は、さらに明るさが必要とのこと。今回
の想定している照度はどの程度か？

問

公式試合ではなくトレーニングなどを想
定したものとなるが、軟式野球で300ル
クス程度が必要という基準は確保できる
と想定している。

答

第３回定例会

補正
予算

自転車用ヘルメット購入
支援事業
委託料344万円を計上

第３回定例会

　市民が事業協力店で自転車用ヘルメットを購入
する際、ヘルメット購入１個当たり2,000円を上
限にその場で値引きして購入できる。

予算の算出根拠は？問
本事業の事業期間である５年間で、市民
の自転車用ヘルメットの着用率100％を
目指し、年間支援者数を1,720人と算出、
これにヘルメット１個当たりの限度額
2,000円を乗じた額を計上。

答

県内の実施状況は？問
つくば市での実施を確認しているが、全
年齢を対象としたものは県内初と
認識している。

答

補正
予算

動物の愛護・管理意識の
向上
マイクロチップ装着等推進補助金132万円

第３回定例会

　犬猫のマイクロチップ装着を推進するととも
に、動物の愛護及び管理についての意識の高揚を
図るため、犬猫のマイクロチップ装着手術並びに
犬猫の避妊及び去勢を行う者に対して、補助金を
交付する。

事業内容の詳細は？問
マイクロチップ装着を推進するため、装
着にかかる費用の一部を補助する。マイ
クロチップ装着の動機づけのため、マイ
クロチップ装着を条件として、避妊、去勢
についても補助を行う予定。補助金額は、
マイクロチップ装着手術が2,000円、避
妊手術が4,000円、去勢手術が3,000円
を上限とし、犬猫合わせて２頭まで。

答

補正
予算

八郷総合支所複合施設さとのひろば　新しい遊具設置へ
さとのひろば整備事業1,431万1千円を計上

　八郷総合支所複合施設に隣接するさとのひろば
において、遊具及び休憩スペースを整備する。
　遊具については、誰もが一緒に楽しめる遊具、
いわゆるインクルーシブ遊具として、サポート付
きブランコやテーブル式砂場、ドーム型クライミ
ング遊具を整備する予定。また、太陽からの日差
しを遮り、急な雨などからもしのげるよう、屋根
付きの休憩スペースを整備し、施設環境の充実を
図る。

財源は？問

インクルーシブ遊具とはどういったもの
か詳しい内容は？県内の導入実績につい
てはどうか？

問

一般財源のほか、企業版ふるさと納税と
しての寄附金1,000万円を充当する予定。答

インクルーシブ遊具は、あらゆる子ども
たちが、家族や友人と安全、快適に遊べる
よう工夫された遊具。笠間市の笠間中央
公園において、令和３年10月に県内初の
インクルーシブ遊具が導入され、その後、
つくば市の二の宮公園、筑波北部公
園おいて導入されている。

答

第３回定例会

補正
予算

農業者支援の取組
儲かる産地支援事業補助金
524万9千円等

第３回定例会

　先端技術の導入のほか、高品質、安定生産に必
要な農業用機械や施設の整備を支援する県単独の
補助事業。

儲かる産地支援事業補助金の内訳は？問
先端技術の導入等による申請が３名、補
助率３分の１、補助額342万6,000円。
有機ＪＡＳ認証農産物の生産拡大に向け
た機械の導入に係る申請が４名、補助率
２分の１、補助額182万3,000円。

答

有機ＪＡＳ認証取得支援事業補助金の内
訳は？問
有機農業の生産拡大を目的に、有機ＪＡ
Ｓ認証の取得に係る経費を支援する県単
独の補助事業で、支援対象者３名
に対し補助額23万3,000円。

答

補正
予算

部活動地域移行
実証事業を開始
教育振興支援事業100万4千円

第３回定例会

　部活動の地域移行に向けた実証事業に係る経
費。コーディネーターや指導者への謝礼金、実証
事業に係る印刷物等に係る経費や吹奏楽部を実証
事業とした場合の楽器運搬費用等。

事業内容の詳細、対象となる中学校は？問
今年度後半、モデル的に休日における部
活動の地域移行を実施していくもの。文
化部は吹奏楽部、運動部は剣道部と陸上
部を想定している。市内全体の中学校で
取り組んでいく。

答

吹奏楽部での楽器運搬費用とあるが、一
か所での実施を想定しているのか？問
生徒個人で移動できない楽器の運搬を想
定しているが、実施場所については
今後調整していく。

答
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請願

第３回定例会
「石岡市のおまつり・本道回帰」に関する請願
（紹介議員：鈴木行雄、髙野要、鈴木康仁）
請願趣旨の内容に応じて、２常任委員会でそれぞれの所管に係る部分の審査を実施

●産業建設委員会所管にかかる部分
　　　　　　これまでどおり「石岡のおまつり（祭事）」は、石岡のおまつり振興協議会が取りまとめ役とな
り、従前どおりの補助金を受け取る事とすることを求める。
請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは、「補助金の執行状況はどのようになっているのか」との質問や、「振興協議会さん
の長年の恩恵をきちっと立てた上で、新しい形に踏み切るほうがいいと考えるため賛成」、「観光協会に既に
補助金が支払われているのであればこの請願は不採択でもいいのではないか」といった意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　不採択審 査 結 果

●文教厚生委員会所管にかかる部分
　　　　　　神事や文化財として、これらを保存し、茨城県指定無形文化財等の高みを目指すのであれば、
新たに設置された祭礼行事保存会に無形文化財保護を目的とした補助金を出す事も検討するよう求める。
請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは、「既に毎年度文化財補助の交付がされており、さらに常陸国祭礼については学術
的調査も進んでいる。この請願に関わる提言については既に実施されていることから、特段取り上げる必
要はないのではないか」などの意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　不採択審 査 結 果

意見書

第３回定例会

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書
意見書案１件を可決し、関係行政庁に提出。

　　　　　　中学校の35人学級の早急な実施及び少人数学級の検討、教職員定数改善の推進、義務教育費
　　　　　　国庫負担制度の堅持を求める
内　　　　容

　　　　　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣提 　 出 　 先

請願

第３回定例会

「介護保険制度の改善」「教職員定数改善」
請願２件の審査を実施

●介護保険制度の改善を求める請願（紹介議員：小松豊正）

　　　　　　国が進めようとしている介護保険制度の見直しに当たり、介護保険料、利用料等の負担軽減
や、全額公費による介護従事者給与の引き上げ、新型コロナウイルス感染症対策の強化、介護報酬の改善
など、介護保険制度の抜本的見直しについて、国に対し意見書の提出を求める。

請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは「介護保険に世話になってる方からいろいろ聞くときがあるが、介護が行き届い
てないということなどを聞いて、何とか改善してくれといった声を聞くときがある。2024年度の法改正
の前年度の今の時期に出される請願なので、非常に大きな意味があると考える」との意見や、「介護従事者
の処遇改善をしてほしいという部分にはもちろん賛同するが、全体制度として、『人員配置を増やせ』『一人
夜勤の解消をしろ』『配置基準を見直せ』と、『利用料を上げるな』というのは矛盾しているので、この請願
について賛同はできない」といった意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　不採択審 査 結 果

●教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
　（紹介議員：川井幸一）

　　　　　　中学校の35人学級の早急な実施及び少人数学級の検討、教職員定数改善の推進、義務教育費
国庫負担制度の堅持について、国への意見書提出を求める。
請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは「この教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持については、毎年度請願が
議会に出されており、議会としても採択を続けている。請願を出し続けることに意義があること、また、
この請願の成果とはまた別かもしれないが、小学校や働き方改革等が少しずつであるが進展していること
を鑑み、今回についても採択すべき」といった意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　採択審 査 結 果

■全会一致で可決
議案の審議結果

第３回定例会

石岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正

備品購入契約の締結
（令和５年度 消防団消防ポンプ自動車購入（第26
分団更新））

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意見書採択を求める請願
（紹介議員：川井幸一）

石岡市動物の愛護及び管理に関する条例の制定

人権擁護委員の候補者の推薦（柘植朗良氏）

石岡市火災予防条例の一部改正

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持
に係る意見書

条
　
例

そ
の
他

人
事

請
願

意
見
書

第３回定例会
令和5年度石岡市一般会計補正予算（第5号）

令和5年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）

令和5年度石岡市介護保険特別会計補正予算
（第2号）

令和5年度石岡市水道事業会計補正予算（第1号）

令和5年度石岡市公共下水道事業会計補正予算
（第1号）

令和5年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算
（第1号）

予
　
算

石岡市職員の給与に関する条例の一部改正

石岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正

条
　
例

≪会議の欠席状況≫ 8/29　本会議 川井幸一
9/  7　本会議 髙野要
9/14　本会議 髙野要

※「○」は賛成、「●」は反対、「－」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

議員名

案件名

中
根
　淳
一

鈴
木
　康
仁

飯
村
　一
夫

新
田
　
　茜

川
井
　幸
一

櫻
井
　
　茂

石
橋
　保
卓

岡
野
　孝
雄

玉
造
　由
美

勝
村
　孝
行

谷
田
川
　泰

小
松
　豊
正

山
本
　
　進

村
上
　泰
道

池
田
　正
文

菱
沼
　和
幸

岡
野
　孝
男

髙
野
　
　要

鈴
木
　行
雄

「石岡市のおまつり・本道回帰」に関する請願
（産業建設委員会所管にかかる部分）
（紹介議員：鈴木行雄、髙野要、鈴木康仁）

「石岡市のおまつり・本道回帰」に関する請願
（文教厚生委員会所管にかかる部分）
（紹介議員：鈴木行雄、髙野要、鈴木康仁）

介護保険制度の改善を求める請願
（紹介議員：小松豊正）

富
田
　雅
史

鈴
木
　将
史

○○● ○ ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ●

○●● ○ ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

●●● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

■賛否が分かれたもの（賛成少数で不採択）

第
３
回
定
例
会

9/4　本会議 川井幸一
9/7　決算特別委員会 髙野要

9/  5　本会議 川井幸一
9/13　複合文化施設建設特別委員会 髙野要
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請願

第３回定例会
「石岡市のおまつり・本道回帰」に関する請願
（紹介議員：鈴木行雄、髙野要、鈴木康仁）
請願趣旨の内容に応じて、２常任委員会でそれぞれの所管に係る部分の審査を実施

●産業建設委員会所管にかかる部分
　　　　　　これまでどおり「石岡のおまつり（祭事）」は、石岡のおまつり振興協議会が取りまとめ役とな
り、従前どおりの補助金を受け取る事とすることを求める。
請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは、「補助金の執行状況はどのようになっているのか」との質問や、「振興協議会さん
の長年の恩恵をきちっと立てた上で、新しい形に踏み切るほうがいいと考えるため賛成」、「観光協会に既に
補助金が支払われているのであればこの請願は不採択でもいいのではないか」といった意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　不採択審 査 結 果

●文教厚生委員会所管にかかる部分
　　　　　　神事や文化財として、これらを保存し、茨城県指定無形文化財等の高みを目指すのであれば、
新たに設置された祭礼行事保存会に無形文化財保護を目的とした補助金を出す事も検討するよう求める。
請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは、「既に毎年度文化財補助の交付がされており、さらに常陸国祭礼については学術
的調査も進んでいる。この請願に関わる提言については既に実施されていることから、特段取り上げる必
要はないのではないか」などの意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　不採択審 査 結 果

意見書

第３回定例会

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書
意見書案１件を可決し、関係行政庁に提出。

　　　　　　中学校の35人学級の早急な実施及び少人数学級の検討、教職員定数改善の推進、義務教育費
　　　　　　国庫負担制度の堅持を求める
内　　　　容

　　　　　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣提 　 出 　 先

請願

第３回定例会

「介護保険制度の改善」「教職員定数改善」
請願２件の審査を実施

●介護保険制度の改善を求める請願（紹介議員：小松豊正）

　　　　　　国が進めようとしている介護保険制度の見直しに当たり、介護保険料、利用料等の負担軽減
や、全額公費による介護従事者給与の引き上げ、新型コロナウイルス感染症対策の強化、介護報酬の改善
など、介護保険制度の抜本的見直しについて、国に対し意見書の提出を求める。

請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは「介護保険に世話になってる方からいろいろ聞くときがあるが、介護が行き届い
てないということなどを聞いて、何とか改善してくれといった声を聞くときがある。2024年度の法改正
の前年度の今の時期に出される請願なので、非常に大きな意味があると考える」との意見や、「介護従事者
の処遇改善をしてほしいという部分にはもちろん賛同するが、全体制度として、『人員配置を増やせ』『一人
夜勤の解消をしろ』『配置基準を見直せ』と、『利用料を上げるな』というのは矛盾しているので、この請願
について賛同はできない」といった意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　不採択審 査 結 果

●教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
　（紹介議員：川井幸一）

　　　　　　中学校の35人学級の早急な実施及び少人数学級の検討、教職員定数改善の推進、義務教育費
国庫負担制度の堅持について、国への意見書提出を求める。
請 願 趣 旨

　　　　　　委員からは「この教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持については、毎年度請願が
議会に出されており、議会としても採択を続けている。請願を出し続けることに意義があること、また、
この請願の成果とはまた別かもしれないが、小学校や働き方改革等が少しずつであるが進展していること
を鑑み、今回についても採択すべき」といった意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　採択審 査 結 果

■全会一致で可決
議案の審議結果

第３回定例会

石岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正

備品購入契約の締結
（令和５年度 消防団消防ポンプ自動車購入（第26
分団更新））

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
ための政府予算に係る意見書採択を求める請願
（紹介議員：川井幸一）

石岡市動物の愛護及び管理に関する条例の制定

人権擁護委員の候補者の推薦（柘植朗良氏）

石岡市火災予防条例の一部改正

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持
に係る意見書

条
　
例

そ
の
他

人
事

請
願

意
見
書

第３回定例会
令和5年度石岡市一般会計補正予算（第5号）

令和5年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算
（第1号）

令和5年度石岡市介護保険特別会計補正予算
（第2号）

令和5年度石岡市水道事業会計補正予算（第1号）

令和5年度石岡市公共下水道事業会計補正予算
（第1号）

令和5年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算
（第1号）

予
　
算

石岡市職員の給与に関する条例の一部改正

石岡市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正

条
　
例

≪会議の欠席状況≫ 8/29　本会議 川井幸一
9/  7　本会議 髙野要
9/14　本会議 髙野要

※「○」は賛成、「●」は反対、「－」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

議員名

案件名

中
根
　淳
一

鈴
木
　康
仁

飯
村
　一
夫

新
田
　
　茜

川
井
　幸
一

櫻
井
　
　茂

石
橋
　保
卓

岡
野
　孝
雄

玉
造
　由
美

勝
村
　孝
行

谷
田
川
　泰

小
松
　豊
正

山
本
　
　進

村
上
　泰
道

池
田
　正
文

菱
沼
　和
幸

岡
野
　孝
男

髙
野
　
　要

鈴
木
　行
雄

「石岡市のおまつり・本道回帰」に関する請願
（文教厚生委員会所管にかかる部分）
（紹介議員：鈴木行雄、髙野要、鈴木康仁）

「石岡市のおまつり・本道回帰」に関する請願
（産業建設委員会所管にかかる部分）
（紹介議員：鈴木行雄、髙野要、鈴木康仁）

介護保険制度の改善を求める請願
（紹介議員：小松豊正）

富
田
　雅
史

鈴
木
　将
史

○○● ○ ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ●

○●● ○ ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

●●● ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ●

■賛否が分かれたもの（賛成少数で不採択）

第
３
回
定
例
会

9/4　本会議 川井幸一
9/7　決算特別委員会 髙野要

9/  5　本会議 川井幸一
9/13　複合文化施設建設特別委員会 髙野要
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※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣
勝負が繰り広げられます。一般質問

[9月4日～9月6日]

市政を問う
！

質問者

新田　　茜

鈴木　康仁

玉造　由美

石橋　保卓

村上　泰道

岡野　孝男

髙野　　要

鈴木　将史

頁質問項目
石岡市におけるACP（アドバ
ンス・ケア・プランニング）の
普及・啓発
石岡市ブックスタート事業

11

12

13

14

石岡市の学校給食の現状
石岡のおまつりにおける観光客
誘致
市の借地のあり方
入札制度
小中学校の不登校

会計年度任用職員の賃金・労働
条件
土砂等による土地の埋立て等

職員の勤務条件等

石岡駅西口市民文化伝承館展示
観光用山車

通学路の安全対策や整備

ユニボイスの活用

補助金・負担金

ゲリラ豪雨時等の対策

特定外来生物

子宮頸がん予防ワクチン接種推
進
石岡市の福祉施策

市長の市政運営

入札制度

広域行政

学校におけるいじめ問題

BRT
石岡市の防災に対する考え方

都市公園整備を含めた子どもの
遊び場の提供、拡充

質問者

櫻井　　茂

中根　淳一

山本　　進

飯村　一夫

谷田川　泰

富田　雅史

小松　豊正

頁質問項目
発達障害者の支援
マイナンバーカード
市民会館解体工事と跡地の利活
用

スクールバス
子育て支援に対する医療費助成
の拡充

石岡市の農地維持と農業者支援

プラスチック製品の再資源化の
取組
街路灯の修繕

いばらきフラワーパーク周辺の
道路整備
今後の防犯灯管理の方向性
石岡市でも加齢性難聴者に対す
る補聴器購入助成制度を設ける
こと
イベント広場に小売業者２社か
ら出店の意向が出されているこ
と

空き家対策

人口減少対策
地域医療の整備

石岡市小中学校プールの状況と
今後の対策

いじめ対策

15

16

17

18

紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ
掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載してい
る二次元コードから、すべての質問の録画映像
をご覧いただけます。

石
岡
市
で
は
平
成

25
年
度
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
へ

絵
本
を
開
く
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま

た
、
心
触
れ
合
う
ひ
と
と

き
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作

る
活
動
と
し
て
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
業

内
容
と
利
用
者
数
を
伺
い

ま
す
。

　
山
梨
県
山
梨
市
で
は
、

さ
ら
に
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
３
歳
児
に
、
サ
ー
ド

ブ
ッ
ク
を
小
学
１
年
生
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
18
歳
以
下
の

図
書
館
利
用
者
や
貸
出
点

数
が
増
加
し
、
読
書
活
動

の
推
進
に
効
果
が
出
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
埼

玉
県
幸
手
市
で
は
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
知
育
絵
本
と
い

う
、
お
子
さ
ん
本
人
が
主

人
公
と
な
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
絵
本
を
作
成
し
配
布

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
は
、
石
岡
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

４
か
月
健
診
の
際
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
絵

本
や
ア
ド
バ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
図
書
館
利
用
案
内
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

る
事
業
で
す
。
絵
本
等
の

配
付
人
数
は
、
令
和
２
年

度
が
２
３
０
名
、
令
和
３

年
度
が
３
１
９
名
、
令
和

４
年
度
が
３
５
８
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
　

さ
ら
に
効
果
を
出
せ
る
よ
う

に
拡
充
を

動　画

問

答 し
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
も
さ
ら
に
効
果

を
出
せ
る
よ
う
に
、
他
自

治
体
の
よ
う
に
事
業
の
拡

充
や
工
夫
を
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
今
こ
そ
こ

う
い
っ
た
温
か
い
事
業
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

自
粛
し
て
い
た
読
み
聞
か

せ
で
す
が
、
今
年
度
７
月

か
ら
１
歳
児
健
診
時
に
再

開
し
、
人
形
を
使
っ
た
手

遊
び
歌
な
ど
、
新
た
な
取

組
も
入
れ
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
員
ご
提
案
の
事
業

は
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

で
の
読
書
活
動
を
さ
ら
に

広
げ
、
健
や
か
な
成
長
の

支
援
を
図
る
た
め
に
は
、

非
常
に
有
効
と
考
え
て
い

ま
す
。
他
市
の
好
事
例
を

調
査
、
研
究
し
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

石
岡
市
の
小
中
学

校
に
お
け
る
不
登

校
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
で
は
校
内

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
充
実

を
図
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
他
市
や
他
県
を
見
る

と
、
様
々
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
い
る
の
が

主
流
の
よ
う
で
す
。
現
在
、

当
市
で
そ
の
よ
う
な
ア
プ

リ
を
使
っ
た
相
談
窓
口
を

活
用
し
て
い
る
か
、
さ
ら

に
今
後
、
活
用
の
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。Ａ

Ｉ
の
活
用
も
進
む
中
、
手

短
な
ア
プ
リ
な
ら
ば
、
教

職
員
の
働
き
方
改
革
を
補

う
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

の
導
入
を
積
極
的
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
学
校
だ
け
、
教

育
委
員
会
だ
け
の
責
任
に

し
な
い
、
子
ど
も
た
ち
や

担
任
の
先
生
か
ら
学
校
さ

ら
に
教
育
委
員
会
で
情
報

令
和
４
年
度
の
当

市
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
で
す
が
、
小
学
校

で
81
人
、
中
学
校
で
は
１

５
６
人
、
合
計
２
３
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
登
校
の
タ
イ
プ
と
し
て

は
、
50
％
を
超
え
る
児
童

が
無
気
力
、
不
安
の
タ
イ

プ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り

が
早
急
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
と
し
て
今
後
必
要
な
も

の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
相

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
の
導
入
で
、

相
談
窓
口
の
充
実
と
迅
速
な

情
報
共
有
を

動　画

問

答

談
だ
け
で
は
な
く
、
保
護

者
の
相
談
に
も
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
く
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

１
つ
と
し
て
、
議
員
ご
提

案
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
の
導

入
が
相
談
の
ツ
ー
ル
と
し

て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
も

の
に
な
り
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
結
び
つ
く
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
今
後
し
っ
か
り
と

調
査
、
研
究
し
、
子
ど
も

た
ち
と
保
護
者
の
相
談
が

で
き
る
体
制
、
そ
し
て
早

期
対
応
に
結
び
つ
く
よ
う

な
体
制
を
取
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

や
課
題
を
共
有
し
把
握
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

模
索
し
、
ア
プ
リ
を
有
効

に
使
い
、
情
報
を
吸
い
上

げ
ら
れ
る
ベ
ス
ト
な
も
の

を
選
択
し
、
い
ち
早
く
導

入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

新田　茜
にっ た あかね

鈴木　康仁
すず き やすひと

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲ブックスタート事業で配布されて
　いる絵本など

▲茨城県教育委員会で開設している
　LINEなどで小学生から高校生まで
　利用できる相談窓口
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※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
　議員と市執行部との真剣
勝負が繰り広げられます。一般質問

[9月4日～9月6日]

市政を問う
！

質問者

新田　　茜

鈴木　康仁

玉造　由美

石橋　保卓

村上　泰道

岡野　孝男

髙野　　要

鈴木　将史

頁質問項目
石岡市におけるACP（アドバ
ンス・ケア・プランニング）の
普及・啓発
石岡市ブックスタート事業

11

12

13

14

石岡市の学校給食の現状
石岡のおまつりにおける観光客
誘致
市の借地のあり方
入札制度
小中学校の不登校

会計年度任用職員の賃金・労働
条件
土砂等による土地の埋立て等

職員の勤務条件等

石岡駅西口市民文化伝承館展示
観光用山車

通学路の安全対策や整備

ユニボイスの活用

補助金・負担金

ゲリラ豪雨時等の対策

特定外来生物

子宮頸がん予防ワクチン接種推
進
石岡市の福祉施策

市長の市政運営

入札制度

広域行政

学校におけるいじめ問題

BRT
石岡市の防災に対する考え方

都市公園整備を含めた子どもの
遊び場の提供、拡充

質問者

櫻井　　茂

中根　淳一

山本　　進

飯村　一夫

谷田川　泰

富田　雅史

小松　豊正

頁質問項目
発達障害者の支援
マイナンバーカード
市民会館解体工事と跡地の利活
用

スクールバス
子育て支援に対する医療費助成
の拡充

石岡市の農地維持と農業者支援

プラスチック製品の再資源化の
取組
街路灯の修繕

いばらきフラワーパーク周辺の
道路整備
今後の防犯灯管理の方向性
石岡市でも加齢性難聴者に対す
る補聴器購入助成制度を設ける
こと
イベント広場に小売業者２社か
ら出店の意向が出されているこ
と

空き家対策

人口減少対策
地域医療の整備

石岡市小中学校プールの状況と
今後の対策

いじめ対策

15

16

17

18

紙面の都合上、　　　　で色付けした項目のみ
掲載しています。
※スマホなどで、各議員のページに掲載してい
る二次元コードから、すべての質問の録画映像
をご覧いただけます。

石
岡
市
で
は
平
成

25
年
度
か
ら
、
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
へ

絵
本
を
開
く
楽
し
さ
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま

た
、
心
触
れ
合
う
ひ
と
と

き
を
持
つ
き
っ
か
け
を
作

る
活
動
と
し
て
、
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
業

内
容
と
利
用
者
数
を
伺
い

ま
す
。

　
山
梨
県
山
梨
市
で
は
、

さ
ら
に
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
３
歳
児
に
、
サ
ー
ド

ブ
ッ
ク
を
小
学
１
年
生
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
18
歳
以
下
の

図
書
館
利
用
者
や
貸
出
点

数
が
増
加
し
、
読
書
活
動

の
推
進
に
効
果
が
出
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
埼

玉
県
幸
手
市
で
は
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
知
育
絵
本
と
い

う
、
お
子
さ
ん
本
人
が
主

人
公
と
な
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
絵
本
を
作
成
し
配
布

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
は
、
石
岡
保

健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

４
か
月
健
診
の
際
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
絵

本
や
ア
ド
バ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
図
書
館
利
用
案
内
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

る
事
業
で
す
。
絵
本
等
の

配
付
人
数
は
、
令
和
２
年

度
が
２
３
０
名
、
令
和
３

年
度
が
３
１
９
名
、
令
和

４
年
度
が
３
５
８
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
　

さ
ら
に
効
果
を
出
せ
る
よ
う

に
拡
充
を

動　画

問

答 し
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
も
さ
ら
に
効
果

を
出
せ
る
よ
う
に
、
他
自

治
体
の
よ
う
に
事
業
の
拡

充
や
工
夫
を
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
今
こ
そ
こ

う
い
っ
た
温
か
い
事
業
を

充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

自
粛
し
て
い
た
読
み
聞
か

せ
で
す
が
、
今
年
度
７
月

か
ら
１
歳
児
健
診
時
に
再

開
し
、
人
形
を
使
っ
た
手

遊
び
歌
な
ど
、
新
た
な
取

組
も
入
れ
な
が
ら
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
員
ご
提
案
の
事
業

は
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

で
の
読
書
活
動
を
さ
ら
に

広
げ
、
健
や
か
な
成
長
の

支
援
を
図
る
た
め
に
は
、

非
常
に
有
効
と
考
え
て
い

ま
す
。
他
市
の
好
事
例
を

調
査
、
研
究
し
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

石
岡
市
の
小
中
学

校
に
お
け
る
不
登

校
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
市
で
は
校
内

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
充
実

を
図
る
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
他
市
や
他
県
を
見
る

と
、
様
々
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
い
る
の
が

主
流
の
よ
う
で
す
。
現
在
、

当
市
で
そ
の
よ
う
な
ア
プ

リ
を
使
っ
た
相
談
窓
口
を

活
用
し
て
い
る
か
、
さ
ら

に
今
後
、
活
用
の
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。Ａ

Ｉ
の
活
用
も
進
む
中
、
手

短
な
ア
プ
リ
な
ら
ば
、
教

職
員
の
働
き
方
改
革
を
補

う
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

の
導
入
を
積
極
的
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
学
校
だ
け
、
教

育
委
員
会
だ
け
の
責
任
に

し
な
い
、
子
ど
も
た
ち
や

担
任
の
先
生
か
ら
学
校
さ

ら
に
教
育
委
員
会
で
情
報

令
和
４
年
度
の
当

市
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
で
す
が
、
小
学
校

で
81
人
、
中
学
校
で
は
１

５
６
人
、
合
計
２
３
７
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
登
校
の
タ
イ
プ
と
し
て

は
、
50
％
を
超
え
る
児
童

が
無
気
力
、
不
安
の
タ
イ

プ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り

が
早
急
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
と
し
て
今
後
必
要
な
も

の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
相

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
の
導
入
で
、

相
談
窓
口
の
充
実
と
迅
速
な

情
報
共
有
を

動　画

問

答

談
だ
け
で
は
な
く
、
保
護

者
の
相
談
に
も
し
っ
か
り

と
対
応
し
て
い
く
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

１
つ
と
し
て
、
議
員
ご
提

案
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
の
導

入
が
相
談
の
ツ
ー
ル
と
し

て
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
も

の
に
な
り
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
結
び
つ
く
重

要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
今
後
し
っ
か
り
と

調
査
、
研
究
し
、
子
ど
も

た
ち
と
保
護
者
の
相
談
が

で
き
る
体
制
、
そ
し
て
早

期
対
応
に
結
び
つ
く
よ
う

な
体
制
を
取
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

や
課
題
を
共
有
し
把
握
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

模
索
し
、
ア
プ
リ
を
有
効

に
使
い
、
情
報
を
吸
い
上

げ
ら
れ
る
ベ
ス
ト
な
も
の

を
選
択
し
、
い
ち
早
く
導

入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。

新田　茜
にっ た あかね

鈴木　康仁
すず き やすひと

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲ブックスタート事業で配布されて
　いる絵本など

▲茨城県教育委員会で開設している
　LINEなどで小学生から高校生まで
　利用できる相談窓口
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総
務
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
会
計
年

度
任
用
職
員
は
全
国
で
約

１
１
３
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
割
合
で
言
う
と
職
員

全
体
の
４
割
を
占
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
会
計

年
度
任
用
職
員
で
す
が
、

任
期
は
大
半
が
１
年
単
位

で
、
か
つ
公
務
員
と
し
て

の
身
分
保
障
は
な
く
、
不

安
定
な
立
場
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
不
安
定
な
職
場

に
も
か
か
わ
ら
ず
職
員
全

体
の
４
割
近
く
を
占
め
て

い
る
た
め
、
行
政
運
営
上

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
地
方
自
治
法

等
の
改
正
に
よ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉

手
当
が
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
支
給
可
能
に
な
り

ま
す
が
、
当
市
に
お
い
て

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
会
計
年

会
計
年
度
任
用
職

員
は
正
規
職
員
の

事
務
の
ほ
か
、
専
門
的
知

見
な
ど
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
市
で
は
勤
勉
手
当
に

関
し
て
、
国
の
非
常
勤
職

員
が
令
和
３
年
度
ま
で
に

勤
勉
手
当
を
支
給
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
期
末
手

当
の
支
給
が
定
着
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
条
例
改
正

等
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
支
給
方
法
に

つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
と

の
取
扱
い
の
均
衡
を
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
り
、
詳
細

な
部
分
を
現
在
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
お
尋
ね
の
賃
金
等
制
度

会
計
年
度
任
用
職
員
の
重
要

性
を
認
識
し
、
職
場
環
境
に

配
慮
し
た
処
遇
改
善
を

動　画

問

答 度
任
用
職
員
の
賃
金
等
制

度
は
、
正
職
員
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
一
般
職
の
給
料
表
を

準
用
し
て
お
り
、
通
勤
手

当
等
、
期
末
手
当
も
一
定

要
件
を
満
た
す
こ
と
で
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
処
遇
の
改
善
や

職
場
の
環
境
整
備
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

石
岡
市
で
の
一
般

競
争
入
札
に
つ
い

て
、
あ
る
程
度
の
条
件
を

付
す
必
要
性
は
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
必
要
以
上
の

条
件
を
付
す
ケ
ー
ス
が
あ

ま
り
に
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
落
札
者

が
１
者
し
か
想
定
で
き
な

い
よ
う
な
条
件
を
出
す
入

札
の
公
告
も
目
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
企
業
の
育
成
、
市

へ
の
税
収
の
確
保
と
い
う

観
点
で
、
市
内
に
本
店
が

あ
る
業
者
と
い
う
条
件
は

理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
１
７
年
４
月
１
日
以

降
に
石
岡
市
で
元
請
と
し

て
の
実
績
が
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
12
か
月
以
上
継
続

し
て
業
務
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
こ
と
等
の
条
件
で

は
、
新
規
参
入
が
で
き
ま

せ
ん
。
受
注
で
き
る
業
者

が
既
に
決
ま
っ
て
い
る
、

官
製
談
合
と
し
て
取
ら
れ

恣
意
的
な
指
名
を

防
ぐ
こ
と
、
お
よ

び
、
事
業
者
の
意
思
に
よ

る
入
札
参
加
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
令
和
４
年
度

以
降
、
入
札
に
よ
る
案
件

は
原
則
と
し
て
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
執
行
し
て
き

ま
し
た
。

　
仮
に
、
条
件
付
け
に

よ
っ
て
は
極
め
て
指
名
競

争
入
札
に
近
い
、
ま
た
は

場
合
に
よ
っ
て
は
随
意
契

約
と
見
紛
う
よ
う
な
条
件

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
一
般
競
争
入
札
の
有
り

様
と
し
て
正
し
く
は
な
い

一
般
競
争
入
札
に
厳
し
い
条

件
を
つ
け
る
必
要
性
は
あ
る

の
か

動　画

問

答 て
も
致
し
方
な
い
と
私
は

考
え
ま
す
。
全
て
市
長
の

指
示
で
条
件
が
付
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
石
岡
市
で

起
業
す
る
業
者
が
い
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。
条
件
付
け

に
関
し
て
は
、
原
案
を
契

約
検
査
課
で
作
成
し
、
業

者
選
考
委
員
会
に
諮
っ
て

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
所
所
在
地
の
優
先
順

位
、
業
務
実
績
、
業
務
履

行
能
力
な
ど
に
つ
い
て

は
、
発
注
者
と
し
て
一
定

の
要
望
を
確
保
す
る
た
め

に
付
し
て
い
る
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
条
件

付
け
に
関
し
て
も
、
適
正

な
条
件
の
設
定
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

国
や
自
治
体
に
は

障
害
者
差
別
解
消

法
で
合
理
的
配
慮
、
す
な

わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

合
わ
せ
て
必
要
な
配
慮
や

工
夫
の
実
施
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
視
覚
障
が
い
者
や
高
齢

者
な
ど
、
印
刷
物
が
読
め

な
い
、
読
み
取
り
に
く
い

こ
と
を
解
消
す
る
音
声

コ
ー
ド「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

の
郵
便
物
や
各
地
方
自
治

体
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ユ
ニ
ボ
イ
ス
の
内
容

及
び
県
内
の
導
入
状
況
を

伺
い
ま
す
。
水
道
料
金
の

お
知
ら
せ
や
選
挙
投
票
所

入
場
券
の
通
知
な
ど
に
は

比
較
的
簡
単
に
導
入
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
導
入

の
課
題
等
を
伺
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ボ
イ
ス
が
活
用
で

き
る
と
、
郵
便
物
な
ど
も

読
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
こ

う
い
う
も
の
が
普
及
す
れ

ユ
ニ
ボ
イ
ス
は
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド

に
デ
ー
タ
を
格
納
し
た
も

の
で
、
約
８
０
０
字
分
の

情
報
量
を
音
声
化
し
て
読

み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
へ

無
料
の
ア
プ
リ
を
入
れ
る

こ
と
で
利
用
が
可
能
で

す
。
令
和
５
年
７
月
現
在
、

県
内
で
は
茨
城
県
ほ
か
８

自
治
体
が
導
入
済
で
す

が
、
具
体
的
な
利
用
に
結

び
つ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
課
題
と
し
て
は
、
一

人
一
人
異
な
る
内
容
を

コ
ー
ド
化
す
る
場
合
、
そ

れ
に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
化

や
、
運
用
の
た
め
の
統
一

的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
の
方
な
ど
か
ら
ご
意

音
声
コ
ー
ド「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」

を
導
入
し
、
視
覚
障
が
い
者

や
高
齢
者
へ
の
配
慮
を

動　画

問

答 ば
便
利
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

見
を
伺
い
な
が
ら
、
ど
ん

な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
か
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
必
要
な
情
報
を
欲
し
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
得
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
近
づ
く
上

で
、
音
声
コ
ー
ド
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
取
り
入
れ
方
、

活
用
の
仕
方
に
つ
い
て

は
、
課
題
と
メ
リ
ッ
ト
を

整
理
し
、
活
用
方
法
の
検

討
を
担
当
部
局
に
指
示
し

て
い
き
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
と

は
、
日
本
固
有
の

在
来
生
物
と
そ
の
性
質
が

異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
さ
れ
て
い
る
生
物

で
す
が
、
現
在
、
特
定
外

来
生
物
へ
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
昨
年
の
12
月
に
映
像
で

捉
え
ら
れ
て
い
た
小
型
の

鹿
型
の
生
物
に
つ
い
て
、

今
年
６
月
に
特
定
外
来
生

物
の
キ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

キ
ョ
ン
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
現
在
の
石
岡
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
は
令
和
５
年

か
ら
７
年
の
計
画
で
、
対

象
鳥
獣
が
イ
ノ
シ
シ
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

カ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

キ
ョ
ン
の
定
着
が
確
認
さ

特
定
外
来
生
物
は

現
在
１
５
７
種
類

が
指
定
さ
れ
、
飼
養
、
栽

培
、
保
管
、
移
動
、
譲
渡
、

販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
６
月

１
日
か
ら
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ

と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が

条
件
付
特
定
外
来
生
物
と

し
て
指
定
さ
れ
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
扱
い
方
を
広
報
す
る

な
ど
、
周
知
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
上
曽
地
内

に
お
い
て
猟
友
会
の
方
が

仕
掛
け
た
カ
メ
ラ
で
キ
ョ

ン
ら
し
き
動
物
が
撮
影
さ

特
定
外
来
生
物
へ
の
対
応

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の
今
後

は

動　画

問

答 れ
た
場
合
、
速
や
か
な
対

策
、
計
画
の
変
更
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
の
今
後

の
在
り
方
や
キ
ョ
ン
に
対

す
る
今
後
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

れ
、
茨
城
県
の
専
門
機
関

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
雄

の
キ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

今
年
６
月
に
柴
内
で
１

頭
、
７
月
に
上
青
柳
で
１

頭
、
片
野
で
１
頭
の
目
撃

情
報
が
あ
り
、
茨
城
県
生

物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
に
報

告
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

広
く
目
撃
情
報
の
提
供
を

呼
び
か
け
、
生
息
が
確
認

さ
れ
た
際
は
迅
速
に
対
応

し
、
キ
ョ
ン
の
防
除
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
作
物
の
被
害
が
想
定

さ
れ
る
キ
ョ
ン
は
、
定
着
、

繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
が
何
よ

り
重
要
で
す
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
県
と
連

携
し
て
早
期
の
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲現在、石岡市の会計年度任用職員に支給されて　　
　いる期末手当の支給条件等、勤勉手当は検討中

▲音声コード「ユニボイス」を使用し
　ている日本年金機構の通知書

期末手当
支給対象者

期末手当
支給額

〇下記を全て満たす方
・年度内に任期が6月以上ある方
・1週間あたりの勤務時間が15時間30
  分以上の方
・基準日（６月１日、12月１日）に在籍
　している方

〇月額の2.40月分（任期の長さによっ
　て調整があります。）

▲石岡市でも確認
　されたキョン
　（環境省HPより）
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総
務
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
会
計
年

度
任
用
職
員
は
全
国
で
約

１
１
３
万
人
と
な
っ
て
お

り
、
割
合
で
言
う
と
職
員

全
体
の
４
割
を
占
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
の
会
計

年
度
任
用
職
員
で
す
が
、

任
期
は
大
半
が
１
年
単
位

で
、
か
つ
公
務
員
と
し
て

の
身
分
保
障
は
な
く
、
不

安
定
な
立
場
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
不
安
定
な
職
場

に
も
か
か
わ
ら
ず
職
員
全

体
の
４
割
近
く
を
占
め
て

い
る
た
め
、
行
政
運
営
上

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
地
方
自
治
法

等
の
改
正
に
よ
り
、
会
計

年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉

手
当
が
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
支
給
可
能
に
な
り

ま
す
が
、
当
市
に
お
い
て

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
会
計
年

会
計
年
度
任
用
職

員
は
正
規
職
員
の

事
務
の
ほ
か
、
専
門
的
知

見
な
ど
多
様
化
す
る
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

不
可
欠
な
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
市
で
は
勤
勉
手
当
に

関
し
て
、
国
の
非
常
勤
職

員
が
令
和
３
年
度
ま
で
に

勤
勉
手
当
を
支
給
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
期
末
手

当
の
支
給
が
定
着
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
条
例
改
正

等
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
支
給
方
法
に

つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
と

の
取
扱
い
の
均
衡
を
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
り
、
詳
細

な
部
分
を
現
在
検
討
し
て

い
ま
す
。

　
お
尋
ね
の
賃
金
等
制
度

会
計
年
度
任
用
職
員
の
重
要

性
を
認
識
し
、
職
場
環
境
に

配
慮
し
た
処
遇
改
善
を

動　画

問

答 度
任
用
職
員
の
賃
金
等
制

度
は
、
正
職
員
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基

づ
き
一
般
職
の
給
料
表
を

準
用
し
て
お
り
、
通
勤
手

当
等
、
期
末
手
当
も
一
定

要
件
を
満
た
す
こ
と
で
支

給
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
処
遇
の
改
善
や

職
場
の
環
境
整
備
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

石
岡
市
で
の
一
般

競
争
入
札
に
つ
い

て
、
あ
る
程
度
の
条
件
を

付
す
必
要
性
は
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
必
要
以
上
の

条
件
を
付
す
ケ
ー
ス
が
あ

ま
り
に
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
落
札
者

が
１
者
し
か
想
定
で
き
な

い
よ
う
な
条
件
を
出
す
入

札
の
公
告
も
目
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
企
業
の
育
成
、
市

へ
の
税
収
の
確
保
と
い
う

観
点
で
、
市
内
に
本
店
が

あ
る
業
者
と
い
う
条
件
は

理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

２
０
１
７
年
４
月
１
日
以

降
に
石
岡
市
で
元
請
と
し

て
の
実
績
が
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
12
か
月
以
上
継
続

し
て
業
務
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
こ
と
等
の
条
件
で

は
、
新
規
参
入
が
で
き
ま

せ
ん
。
受
注
で
き
る
業
者

が
既
に
決
ま
っ
て
い
る
、

官
製
談
合
と
し
て
取
ら
れ

恣
意
的
な
指
名
を

防
ぐ
こ
と
、
お
よ

び
、
事
業
者
の
意
思
に
よ

る
入
札
参
加
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
令
和
４
年
度

以
降
、
入
札
に
よ
る
案
件

は
原
則
と
し
て
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
執
行
し
て
き

ま
し
た
。

　
仮
に
、
条
件
付
け
に

よ
っ
て
は
極
め
て
指
名
競

争
入
札
に
近
い
、
ま
た
は

場
合
に
よ
っ
て
は
随
意
契

約
と
見
紛
う
よ
う
な
条
件

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
一
般
競
争
入
札
の
有
り

様
と
し
て
正
し
く
は
な
い

一
般
競
争
入
札
に
厳
し
い
条

件
を
つ
け
る
必
要
性
は
あ
る

の
か

動　画

問

答 て
も
致
し
方
な
い
と
私
は

考
え
ま
す
。
全
て
市
長
の

指
示
で
条
件
が
付
さ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
石
岡
市
で

起
業
す
る
業
者
が
い
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

と
考
え
ま
す
。
条
件
付
け

に
関
し
て
は
、
原
案
を
契

約
検
査
課
で
作
成
し
、
業

者
選
考
委
員
会
に
諮
っ
て

決
定
し
て
い
ま
す
が
、
事

業
所
所
在
地
の
優
先
順

位
、
業
務
実
績
、
業
務
履

行
能
力
な
ど
に
つ
い
て

は
、
発
注
者
と
し
て
一
定

の
要
望
を
確
保
す
る
た
め

に
付
し
て
い
る
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
条
件

付
け
に
関
し
て
も
、
適
正

な
条
件
の
設
定
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

国
や
自
治
体
に
は

障
害
者
差
別
解
消

法
で
合
理
的
配
慮
、
す
な

わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

合
わ
せ
て
必
要
な
配
慮
や

工
夫
の
実
施
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
視
覚
障
が
い
者
や
高
齢

者
な
ど
、
印
刷
物
が
読
め

な
い
、
読
み
取
り
に
く
い

こ
と
を
解
消
す
る
音
声

コ
ー
ド「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

の
郵
便
物
や
各
地
方
自
治

体
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ユ
ニ
ボ
イ
ス
の
内
容

及
び
県
内
の
導
入
状
況
を

伺
い
ま
す
。
水
道
料
金
の

お
知
ら
せ
や
選
挙
投
票
所

入
場
券
の
通
知
な
ど
に
は

比
較
的
簡
単
に
導
入
で
き

る
と
思
い
ま
す
が
、
導
入

の
課
題
等
を
伺
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
ボ
イ
ス
が
活
用
で

き
る
と
、
郵
便
物
な
ど
も

読
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
こ

う
い
う
も
の
が
普
及
す
れ

ユ
ニ
ボ
イ
ス
は
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド

に
デ
ー
タ
を
格
納
し
た
も

の
で
、
約
８
０
０
字
分
の

情
報
量
を
音
声
化
し
て
読

み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
へ

無
料
の
ア
プ
リ
を
入
れ
る

こ
と
で
利
用
が
可
能
で

す
。
令
和
５
年
７
月
現
在
、

県
内
で
は
茨
城
県
ほ
か
８

自
治
体
が
導
入
済
で
す

が
、
具
体
的
な
利
用
に
結

び
つ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で

す
。
課
題
と
し
て
は
、
一

人
一
人
異
な
る
内
容
を

コ
ー
ド
化
す
る
場
合
、
そ

れ
に
応
じ
た
シ
ス
テ
ム
化

や
、
運
用
の
た
め
の
統
一

的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
視
覚
障
が

い
者
の
方
な
ど
か
ら
ご
意

音
声
コ
ー
ド「
ユ
ニ
ボ
イ
ス
」

を
導
入
し
、
視
覚
障
が
い
者

や
高
齢
者
へ
の
配
慮
を

動　画

問

答 ば
便
利
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

見
を
伺
い
な
が
ら
、
ど
ん

な
情
報
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
か
、
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
必
要
な
情
報
を
欲
し
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
得
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
近
づ
く
上

で
、
音
声
コ
ー
ド
は
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と

言
え
ま
す
。
取
り
入
れ
方
、

活
用
の
仕
方
に
つ
い
て

は
、
課
題
と
メ
リ
ッ
ト
を

整
理
し
、
活
用
方
法
の
検

討
を
担
当
部
局
に
指
示
し

て
い
き
ま
す
。

特
定
外
来
生
物
と

は
、
日
本
固
有
の

在
来
生
物
と
そ
の
性
質
が

異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
と
さ
れ
て
い
る
生
物

で
す
が
、
現
在
、
特
定
外

来
生
物
へ
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　
昨
年
の
12
月
に
映
像
で

捉
え
ら
れ
て
い
た
小
型
の

鹿
型
の
生
物
に
つ
い
て
、

今
年
６
月
に
特
定
外
来
生

物
の
キ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

キ
ョ
ン
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
現
在
の
石
岡
市
鳥
獣
被

害
防
止
計
画
は
令
和
５
年

か
ら
７
年
の
計
画
で
、
対

象
鳥
獣
が
イ
ノ
シ
シ
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、

カ
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、

キ
ョ
ン
の
定
着
が
確
認
さ

特
定
外
来
生
物
は

現
在
１
５
７
種
類

が
指
定
さ
れ
、
飼
養
、
栽

培
、
保
管
、
移
動
、
譲
渡
、

販
売
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
６
月

１
日
か
ら
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ

と
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が

条
件
付
特
定
外
来
生
物
と

し
て
指
定
さ
れ
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
扱
い
方
を
広
報
す
る

な
ど
、
周
知
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
上
曽
地
内

に
お
い
て
猟
友
会
の
方
が

仕
掛
け
た
カ
メ
ラ
で
キ
ョ

ン
ら
し
き
動
物
が
撮
影
さ

特
定
外
来
生
物
へ
の
対
応

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の
今
後

は

動　画

問

答 れ
た
場
合
、
速
や
か
な
対

策
、
計
画
の
変
更
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
鳥

獣
被
害
防
止
計
画
の
今
後

の
在
り
方
や
キ
ョ
ン
に
対

す
る
今
後
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

れ
、
茨
城
県
の
専
門
機
関

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
雄

の
キ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

今
年
６
月
に
柴
内
で
１

頭
、
７
月
に
上
青
柳
で
１

頭
、
片
野
で
１
頭
の
目
撃

情
報
が
あ
り
、
茨
城
県
生

物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
に
報

告
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

広
く
目
撃
情
報
の
提
供
を

呼
び
か
け
、
生
息
が
確
認

さ
れ
た
際
は
迅
速
に
対
応

し
、
キ
ョ
ン
の
防
除
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
作
物
の
被
害
が
想
定

さ
れ
る
キ
ョ
ン
は
、
定
着
、

繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
が
何
よ

り
重
要
で
す
。
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
県
と
連

携
し
て
早
期
の
対
応
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲現在、石岡市の会計年度任用職員に支給されて　　
　いる期末手当の支給条件等、勤勉手当は検討中

▲音声コード「ユニボイス」を使用し
　ている日本年金機構の通知書

期末手当
支給対象者

期末手当
支給額

〇下記を全て満たす方
・年度内に任期が6月以上ある方
・1週間あたりの勤務時間が15時間30
  分以上の方
・基準日（６月１日、12月１日）に在籍
　している方

〇月額の2.40月分（任期の長さによっ
　て調整があります。）

▲石岡市でも確認
　されたキョン
　（環境省HPより）
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先
日
の
産
業
建
設

委
員
会
で
の
執
行

部
の
答
弁
で
、
お
ま
つ
り

の
補
助
金
は
政
教
分
離
に

当
て
は
ま
ら
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
私
が
不
思

議
に
思
う
の
は
、
な
ぜ
市

が
直
接
お
ま
つ
り
に
対
し

て
の
補
助
金
を
出
さ
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
別
の
団
体

を
介
し
て
い
ま
す
が
支
出

し
た
補
助
金
が
さ
ら
に
各

町
内
へ
支
出
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
市
が
直

接
交
付
し
、
団
体
を
通
す

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
政
教
分
離

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
一
番
の
補
助
金
と
だ

と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
事

で
あ
る
か
ら
こ
そ
市
が
直

接
交
付
で
き
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か

ら
こ
そ
、
神
事
と
は
関
係

お
ま
つ
り
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、

お
ま
つ
り
の
運
営
に
関
す

る
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
併
せ
て
団
体
で
交

付
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
町
内
に
支
出
し
て
い
る

合
理
化
配
分
金
等
も
含
み

ま
す
が
、
町
内
の
装
飾
や

消
耗
品
、
事
務
費
等
、
町

内
で
使
用
す
る
備
品
な

ど
、
神
事
以
外
の
部
分
に

支
出
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

も
の
を
含
め
、
伝
統
あ
る

石
岡
の
お
ま
つ
り
を
明
る

く
楽
し
い
も
の
と
し
、
市

石
岡
の
お
ま
つ
り

政
教
分
離
に
つ
い
て
の
市
の

見
解
は

動　画

問

答 の
な
い
団
体
に
支
出
し
て

観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛

り
上
げ
て
も
う
ら
お
う

と
、
神
事
と
関
係
の
な
い

団
体
へ
支
出
し
て
い
た
の

か
と
私
は
思
い
ま
す
が
、

当
市
の
お
ま
つ
り
の
補
助

金
と
政
教
分
離
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

民
の
文
化
の
向
上
と
郷
土

芸
能
の
伝
承
及
び
観
光
事

業
の
振
興
を
図
り
、
近
代

的
な
お
ま
つ
り
を
行
う
た

め
、
運
営
費
と
し
て
交
付

し
て
き
た
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
団
体
の
行
為

の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を

持
ち
、
そ
の
行
為
が
宗
教

に
対
す
る
援
助
、
助
長
、

促
進
、
ま
た
は
圧
迫
、
干

渉
等
に
な
る
よ
う
な
行
為

の
場
合
に
は
補
助
金
の
交

付
は
で
き
な
い
と
考
え
ま

す
。

現
在
、
発
達
障
が

い
者
の
支
援
を
行

う
所
管
課
が
４
つ
の
課
、

場
所
が
３
か
所
に
分
か
れ

て
お
り
、
発
達
障
が
い
者

本
人
及
び
保
護
者
か
ら
す

る
と
、
年
齢
や
症
状
、
支

援
内
容
に
よ
り
窓
口
が
変

わ
る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
す

る
中
で
、
長
年
に
わ
た
り

情
報
の
一
元
化
も
し
っ
か

り
と
担
保
さ
れ
る
の
か
と

い
う
不
安
と
疑
問
は
尽
き

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
厚
労
省
の
第
６
期
障
害

者
福
祉
計
画
、
第
２
期
障

害
児
福
祉
計
画
で
は
、
令

和
５
年
度
末
ま
で
に
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
各

市
町
村
に
少
な
く
と
も
１

か
所
以
上
設
置
す
る
こ
と

を
成
果
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
支
援
体

制
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
発
達
障
が
い
児
・
者

児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
障
が

い
児
が
日
々
保
護
者
の
下

か
ら
通
所
す
る
形
で
発
達

支
援
を
受
け
る
施
設
で
、

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任

者
の
ほ
か
専
門
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
支
援
計
画
の

作
成
や
提
供
し
た
支
援
評

価
を
行
う
な
ど
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
な
が
ら
適
切

な
相
談
や
助
言
に
つ
な
げ

て
い
く
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
職
員
配
置
な
ど
、
設

置
の
た
め
の
要
件
や
対
象

者
の
想
定
、
設
備
や
運
営

に
関
わ
る
課
題
な
ど
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

切
れ
目
の
な
い
発
達
支
援
の

た
め
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を

動　画

問

答 の
対
応
や
相
談
を
専
門
的

に
行
う
組
織
と
し
て
の
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
前
向
き
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

え
ま
す
。

　
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
就
学
前
か
ら
就
学
後
、

さ
ら
に
就
職
と
、
そ
の
後

に
至
る
一
連
の
支
援
が
必

要
で
あ
り
、
適
切
な
支
援

の
提
供
の
最
初
の
入
り
口

と
し
て
、
身
近
な
場
所
で

の
専
門
的
な
相
談
窓
口
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
局
と
の
協

議
の
ほ
か
、
石
岡
市
地
域

自
立
支
援
協
議
会
等
の
関

係
機
関
か
ら
の
ご
意
見
も

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
内
の
公
園
は
遊

び
場
の
数
や
遊
具

が
他
市
に
比
べ
て
少
な

く
、
子
ど
も
た
ち
が
水
で

遊
べ
る
場
所
が
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
方
か
ら
は

遊
具
が
す
ぐ
に
混
ん
で
し

ま
う
と
か
、
同
じ
よ
う
な

遊
具
ば
か
り
で
つ
ま
ら
な

い
と
い
っ
た
声
や
、
複
数

の
子
を
連
れ
た
方
か
ら
、

弟
や
妹
が
遊
具
で
遊
ん
で

い
て
も
、
兄
や
姉
は
日
陰

で
最
悪
の
場
合
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
と
い
う
意
見
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
幅
広

い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
の

声
に
応
え
る
た
め
、
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
や
、
噴
水
等

の
新
規
の
遊
具
設
置
等
を

検
討
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
先
日
市
内
の
各
公
園
を

見
て
き
ま
し
た
が
、
柏
原

池
公
園
や
常
陸
風
土
記
の

丘
は
、
ま
だ
ま
だ
改
良
の

各
公
園
施
設
は
老

朽
化
が
進
み
、
計

画
的
な
改
修
等
を
進
め
て

い
る
た
め
、
現
時
点
で
は

新
規
の
遊
具
設
置
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
水
で
遊

べ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

暑
い
時
期
に
利
用
さ
れ
る

方
に
大
変
喜
ば
れ
る
一
方

で
、
水
質
の
維
持
管
理
や

利
用
者
の
安
全
対
策
な
ど

の
課
題
も
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
整
備
に
つ
い
て
は
他

市
町
村
を
参
考
に
調
査
研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
柏
原
池
公
園
で
は
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
様
々

な
整
備
を
行
っ
て
き
た
と

子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
合

う
、
市
民
が
自
慢
で
き
誇
れ

る
公
園
整
備
を

動　画

問

答 余
地
が
あ
る
公
園
だ
と
思

い
ま
す
。
市
民
の
満
足
度

を
上
げ
る
た
め
に
も
、
２

つ
の
公
園
を
中
心
に
整
備

拡
充
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま

す
。

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、

よ
り
よ
い
公
園
整
備
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
風
土
記
の
丘
で
は
周

辺
施
設
の
利
活
用
を
検
討

し
て
お
り
、
施
設
の
改
修

も
含
め
、
新
た
な
魅
力
を

創
出
す
る
べ
く
協
議
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
人
が
集
い
、
さ

ら
に
魅
力
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
安
全
安
心

な
公
園
施
設
と
な
る
よ
う

に
し
っ
か
り
と
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

こ
れ
ま
で
市
民
会

館
解
体
後
の
跡
地

の
利
活
用
策
と
し
て
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
法
に
よ
る

国
の
支
援
措
置
を
受
け
て

歴
史
公
園
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
提
案
を
し

て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
岡
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
の
中

の
市
民
会
館
跡
地
の
位
置

づ
け
、
ど
の
よ
う
に
保
存
・

活
用
す
る
計
画
な
の
か
、

具
体
的
な
説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
跡
地
を

ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
機
能

移
転
先
の
候
補
地
に
加
え

る
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
公

園
と
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の

組
合
せ
は
、
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
府
中
城
址

の
こ
の
エ
リ
ア
で
ふ
る
さ

歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
に
基
づ
き
、
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

を
作
成
し
、
国
の
認
定
の

上
で
手
厚
い
支
援
を
受
け

ら
れ
る
国
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
民
会
館
跡
地
周

辺
で
国
指
定
の
建
造
物
等

が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

要
件
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
残
念
な
が
ら
計
画
の

策
定
対
象
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
文

化
財
の
保
存
活
用
に
関
す

る
法
定
計
画
で
あ
る
石
岡

市
民
会
館
跡
地

　

石
岡
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
を

動　画

問

答 と
歴
史
館
の
建
て
替
え
を

し
て
ほ
し
い
。
そ
う
望
む

方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

た
と
え
国
の
支
援
措
置
が

受
け
ら
れ
な
く
て
も
、
石

岡
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
形
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
強
く
要
望
し

ま
す
。

市
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
よ
り
重

点
的
に
文
化
財
の
保
存
活

用
を
進
め
て
い
く
た
め
の

文
化
財
保
存
活
用
区
域
を

設
定
し
て
お
り
、
そ
の
１

つ
と
し
て
、
常
陸
国
府
・

府
中
宿
保
存
活
用
区
域
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
市
民
会
館
跡
地
も
含
ま

れ
、
具
体
的
な
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
の
内
容
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

具
体
的
な
課
題
に
関
す
る

方
針
を
定
め
、
保
存
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
く
内
容

に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
適
切
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲石岡市の公園に
 ついては、右の二
 次元コードから

石岡市の公園

▲石岡市でも策定が進められて
　いる文化財保存活用地域計画
　パンフレット（文化庁HPより）
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さくらい しげる

髙野 　要
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鈴木　将史
すず き まさふみ

一般質問一般質問

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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先
日
の
産
業
建
設

委
員
会
で
の
執
行

部
の
答
弁
で
、
お
ま
つ
り

の
補
助
金
は
政
教
分
離
に

当
て
は
ま
ら
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
私
が
不
思

議
に
思
う
の
は
、
な
ぜ
市

が
直
接
お
ま
つ
り
に
対
し

て
の
補
助
金
を
出
さ
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
年
ま
で
は
、
別
の
団
体

を
介
し
て
い
ま
す
が
支
出

し
た
補
助
金
が
さ
ら
に
各

町
内
へ
支
出
さ
れ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。
市
が
直

接
交
付
し
、
団
体
を
通
す

必
要
は
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
政
教
分
離

に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
が
一
番
の
補
助
金
と
だ

と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
事

で
あ
る
か
ら
こ
そ
市
が
直

接
交
付
で
き
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か

ら
こ
そ
、
神
事
と
は
関
係

お
ま
つ
り
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、

お
ま
つ
り
の
運
営
に
関
す

る
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
併
せ
て
団
体
で
交

付
し
て
い
る
も
の
で
す
。

各
町
内
に
支
出
し
て
い
る

合
理
化
配
分
金
等
も
含
み

ま
す
が
、
町
内
の
装
飾
や

消
耗
品
、
事
務
費
等
、
町

内
で
使
用
す
る
備
品
な

ど
、
神
事
以
外
の
部
分
に

支
出
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

も
の
を
含
め
、
伝
統
あ
る

石
岡
の
お
ま
つ
り
を
明
る

く
楽
し
い
も
の
と
し
、
市

石
岡
の
お
ま
つ
り

政
教
分
離
に
つ
い
て
の
市
の

見
解
は

動　画

問

答 の
な
い
団
体
に
支
出
し
て

観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛

り
上
げ
て
も
う
ら
お
う

と
、
神
事
と
関
係
の
な
い

団
体
へ
支
出
し
て
い
た
の

か
と
私
は
思
い
ま
す
が
、

当
市
の
お
ま
つ
り
の
補
助

金
と
政
教
分
離
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

民
の
文
化
の
向
上
と
郷
土

芸
能
の
伝
承
及
び
観
光
事

業
の
振
興
を
図
り
、
近
代

的
な
お
ま
つ
り
を
行
う
た

め
、
運
営
費
と
し
て
交
付

し
て
き
た
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
団
体
の
行
為

の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を

持
ち
、
そ
の
行
為
が
宗
教

に
対
す
る
援
助
、
助
長
、

促
進
、
ま
た
は
圧
迫
、
干

渉
等
に
な
る
よ
う
な
行
為

の
場
合
に
は
補
助
金
の
交

付
は
で
き
な
い
と
考
え
ま

す
。

現
在
、
発
達
障
が

い
者
の
支
援
を
行

う
所
管
課
が
４
つ
の
課
、

場
所
が
３
か
所
に
分
か
れ

て
お
り
、
発
達
障
が
い
者

本
人
及
び
保
護
者
か
ら
す

る
と
、
年
齢
や
症
状
、
支

援
内
容
に
よ
り
窓
口
が
変

わ
る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
す

る
中
で
、
長
年
に
わ
た
り

情
報
の
一
元
化
も
し
っ
か

り
と
担
保
さ
れ
る
の
か
と

い
う
不
安
と
疑
問
は
尽
き

な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
厚
労
省
の
第
６
期
障
害

者
福
祉
計
画
、
第
２
期
障

害
児
福
祉
計
画
で
は
、
令

和
５
年
度
末
ま
で
に
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
各

市
町
村
に
少
な
く
と
も
１

か
所
以
上
設
置
す
る
こ
と

を
成
果
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
支
援
体

制
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
発
達
障
が
い
児
・
者

児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
障
が

い
児
が
日
々
保
護
者
の
下

か
ら
通
所
す
る
形
で
発
達

支
援
を
受
け
る
施
設
で
、

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任

者
の
ほ
か
専
門
職
員
を
配

置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
支
援
計
画
の

作
成
や
提
供
し
た
支
援
評

価
を
行
う
な
ど
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
な
が
ら
適
切

な
相
談
や
助
言
に
つ
な
げ

て
い
く
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
職
員
配
置
な
ど
、
設

置
の
た
め
の
要
件
や
対
象

者
の
想
定
、
設
備
や
運
営

に
関
わ
る
課
題
な
ど
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

切
れ
目
の
な
い
発
達
支
援
の

た
め
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を

動　画

問

答 の
対
応
や
相
談
を
専
門
的

に
行
う
組
織
と
し
て
の
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
前
向
き
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

え
ま
す
。

　
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
就
学
前
か
ら
就
学
後
、

さ
ら
に
就
職
と
、
そ
の
後

に
至
る
一
連
の
支
援
が
必

要
で
あ
り
、
適
切
な
支
援

の
提
供
の
最
初
の
入
り
口

と
し
て
、
身
近
な
場
所
で

の
専
門
的
な
相
談
窓
口
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、
関
係
部
局
と
の
協

議
の
ほ
か
、
石
岡
市
地
域

自
立
支
援
協
議
会
等
の
関

係
機
関
か
ら
の
ご
意
見
も

確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
内
の
公
園
は
遊

び
場
の
数
や
遊
具

が
他
市
に
比
べ
て
少
な

く
、
子
ど
も
た
ち
が
水
で

遊
べ
る
場
所
が
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
中
の
方
か
ら
は

遊
具
が
す
ぐ
に
混
ん
で
し

ま
う
と
か
、
同
じ
よ
う
な

遊
具
ば
か
り
で
つ
ま
ら
な

い
と
い
っ
た
声
や
、
複
数

の
子
を
連
れ
た
方
か
ら
、

弟
や
妹
が
遊
具
で
遊
ん
で

い
て
も
、
兄
や
姉
は
日
陰

で
最
悪
の
場
合
ゲ
ー
ム
を

し
て
い
る
と
い
う
意
見
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
幅
広

い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
の

声
に
応
え
る
た
め
、
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
や
、
噴
水
等

の
新
規
の
遊
具
設
置
等
を

検
討
で
き
な
い
か
伺
い
ま

す
。

　
先
日
市
内
の
各
公
園
を

見
て
き
ま
し
た
が
、
柏
原

池
公
園
や
常
陸
風
土
記
の

丘
は
、
ま
だ
ま
だ
改
良
の

各
公
園
施
設
は
老

朽
化
が
進
み
、
計

画
的
な
改
修
等
を
進
め
て

い
る
た
め
、
現
時
点
で
は

新
規
の
遊
具
設
置
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
水
で
遊

べ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

暑
い
時
期
に
利
用
さ
れ
る

方
に
大
変
喜
ば
れ
る
一
方

で
、
水
質
の
維
持
管
理
や

利
用
者
の
安
全
対
策
な
ど

の
課
題
も
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
整
備
に
つ
い
て
は
他

市
町
村
を
参
考
に
調
査
研

究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
柏
原
池
公
園
で
は
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
様
々

な
整
備
を
行
っ
て
き
た
と

子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
合

う
、
市
民
が
自
慢
で
き
誇
れ

る
公
園
整
備
を

動　画

問

答 余
地
が
あ
る
公
園
だ
と
思

い
ま
す
。
市
民
の
満
足
度

を
上
げ
る
た
め
に
も
、
２

つ
の
公
園
を
中
心
に
整
備

拡
充
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
今
後
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま

す
。

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、

よ
り
よ
い
公
園
整
備
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
風
土
記
の
丘
で
は
周

辺
施
設
の
利
活
用
を
検
討

し
て
お
り
、
施
設
の
改
修

も
含
め
、
新
た
な
魅
力
を

創
出
す
る
べ
く
協
議
し
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
人
が
集
い
、
さ

ら
に
魅
力
ア
ッ
プ
で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
安
全
安
心

な
公
園
施
設
と
な
る
よ
う

に
し
っ
か
り
と
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

こ
れ
ま
で
市
民
会

館
解
体
後
の
跡
地

の
利
活
用
策
と
し
て
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
法
に
よ
る

国
の
支
援
措
置
を
受
け
て

歴
史
公
園
を
整
備
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
提
案
を
し

て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
岡
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
の
中

の
市
民
会
館
跡
地
の
位
置

づ
け
、
ど
の
よ
う
に
保
存
・

活
用
す
る
計
画
な
の
か
、

具
体
的
な
説
明
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
跡
地
を

ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
機
能

移
転
先
の
候
補
地
に
加
え

る
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
公

園
と
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の

組
合
せ
は
、
す
ば
ら
し
い

と
思
い
ま
す
。
府
中
城
址

の
こ
の
エ
リ
ア
で
ふ
る
さ

歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
に
基
づ
き
、
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

を
作
成
し
、
国
の
認
定
の

上
で
手
厚
い
支
援
を
受
け

ら
れ
る
国
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
民
会
館
跡
地
周

辺
で
国
指
定
の
建
造
物
等

が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら

要
件
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
残
念
な
が
ら
計
画
の

策
定
対
象
に
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
文

化
財
の
保
存
活
用
に
関
す

る
法
定
計
画
で
あ
る
石
岡

市
民
会
館
跡
地

　

石
岡
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
を

動　画

問

答 と
歴
史
館
の
建
て
替
え
を

し
て
ほ
し
い
。
そ
う
望
む

方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

た
と
え
国
の
支
援
措
置
が

受
け
ら
れ
な
く
て
も
、
石

岡
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
形
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
強
く
要
望
し

ま
す
。

市
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
よ
り
重

点
的
に
文
化
財
の
保
存
活

用
を
進
め
て
い
く
た
め
の

文
化
財
保
存
活
用
区
域
を

設
定
し
て
お
り
、
そ
の
１

つ
と
し
て
、
常
陸
国
府
・

府
中
宿
保
存
活
用
区
域
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
市
民
会
館
跡
地
も
含
ま

れ
、
具
体
的
な
跡
地
の
利

活
用
に
つ
い
て
の
内
容
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

具
体
的
な
課
題
に
関
す
る

方
針
を
定
め
、
保
存
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
く
内
容

に
な
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
適
切
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

▲石岡市の公園に
 ついては、右の二
 次元コードから

石岡市の公園

▲石岡市でも策定が進められて
　いる文化財保存活用地域計画
　パンフレット（文化庁HPより）
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各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
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二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
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ご
と
の
録
画
映
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を
ご
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。
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先
日
、
石
岡
市
内

の
学
校
で
の
い
じ

め
に
つ
い
て
の
報
道
も
あ

り
ま
し
た
が
、
市
内
小
中

学
校
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ
め
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
家
庭
環

境
や
人
間
関
係
な
ど
問
題

が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
じ
め
対
策
に
対

し
て
教
職
員
だ
け
の
対
応

は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
専
門
人
材
の
活
用
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

ず
は
市
内
の
学
校
現
場
に

行
き
、
見
て
、
現
場
を
支

え
て
い
る
教
職
員
や
保
護

者
と
の
対
話
を
基
本
に
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

声
を
じ
か
に
聞
い
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
、
こ
の
い
じ

め
対
策
な
ど
を
き
っ
か
け

に
子
ど
も
た
ち
の
よ
い
と

こ
ろ
に
目
を
向
け
、
強
み

市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
い
じ
め

の
認
知
件
数
は
、
令
和
４

年
度
は
小
学
校
２
６
１

件
、
中
学
校
２
０
５
件
で

す
。
児
童
生
徒
が
苦
痛
と

感
じ
た
こ
と
に
対
し
積
極

的
に
い
じ
め
と
認
知
、
対

応
す
る
指
導
を
支
援
し
て

い
る
た
め
、
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
特
に
法
的
な
対
応
に
つ

い
て
は
、
学
校
長
が
直
接

弁
護
士
に
相
談
で
き
る
体

制
づ
く
り
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
問
題
だ
け
で
な

く
、
児
童
生
徒
の
生
活
の

現
場
の
声
を
大
切
に
、
い
じ

め
対
策
の
取
組
の
実
施
を

動　画

問

答 を
伸
ば
し
、
お
互
い
を
尊

重
し
合
う
教
育
に
シ
フ
ト

し
、
寛
容
な
社
会
を
目
指

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の

い
じ
め
対
策
の
取
組
に
つ

い
て
、
当
市
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
教
育
委
員

会
と
各
学
校
で
連
携
し
、

い
じ
め
対
策
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
め
る
よ
う
、
専

門
家
が
学
校
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
体
制
、
児
童
生
徒

だ
け
で
な
く
保
護
者
が
相

談
で
き
る
総
合
的
な
相
談

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
き
め
細
や
か

な
支
援
、
教
育
環
境
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て
石
岡
市
の

現
状
は
非
常
に
厳
し
く
、

現
在
の
進
め
方
で
は
他
の

自
治
体
に
遅
れ
を
と
る
一

方
で
す
。
企
業
誘
致
の
実

現
、
働
く
場
所
の
確
保
、

こ
れ
が
な
け
れ
ば
さ
ら
に

人
口
は
流
出
し
、
本
市
の

自
主
財
源
の
確
保
も
難
し

く
な
り
ま
す
。
大
手
企
業

の
拠
点
立
地
が
県
内
の
随

所
で
進
ん
で
い
ま
す
。
今

後
の
企
業
誘
致
、
新
た
な

工
業
団
地
の
確
保
に
向
け

た
当
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
以
前
よ
り
提
案

を
し
て
い
る
土
地
購
入
に

対
す
る
支
援
策
、
空
き
家

対
策
、
移
住
定
住
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
つ
い
て

も
有
効
な
政
策
と
し
て
、

実
現
に
向
け
て
進
め
て
い

く
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、

都
市
計
画
の
見
直
し
、
市

街
化
調
整
区
域
の
緩
和

市
民
の
豊
か
な
生

活
を
守
る
た
め
に

雇
用
の
確
保
あ
る
い
は
市

内
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
企
業
誘
致
は
非
常
に

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
ま

ず
は
現
在
行
っ
て
い
る
可

能
性
調
査
で
、
最
適
な
開

発
候
補
地
と
整
備
手
法
に

つ
い
て
選
定
し
、
来
年
度

以
降
は
必
要
な
手
続
を
進

め
、
で
き
る
限
り
早
期
の

工
業
用
地
の
整
備
、
確
保

に
努
め
、
新
た
な
企
業
を

誘
致
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
議
員
ご
提
案
の
土
地
購

人
口
減
少
問
題

　

厳
し
い
現
状
を
認
識
し
、
新

た
な
対
策
実
施
へ

動　画

問

答 策
、
乱
開
発
を
防
止
し
な

が
ら
定
住
促
進
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

踏
ま
え
、
中
心
市
街
地
へ

の
定
住
促
進
策
、
人
口
減

少
対
策
に
つ
い
て
、
当
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

入
に
対
す
る
支
援
策
な
ど

に
つ
い
て
は
、
庁
内
に
お

い
て
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
先
進
事
例

を
参
考
と
し
、
さ
ら
に
調

査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
居
住
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
良
好
な
居

住
環
境
の
維
持
充
実
が
図

れ
る
よ
う
立
地
適
正
化
計

画
を
見
直
し
、
市
街
化
区

域
内
の
有
効
的
な
土
地
利

用
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
対
策
と
し
て
、
様
々
な

事
業
の
優
先
順
位
づ
け
に

よ
る
取
捨
選
択
を
行
い
、

事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
不
足

は
深
刻
な
問
題
で

あ
り
、
特
に
規
模
の
大
き

い
農
業
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
後
継
者
が
い

な
い
た
め
に
自
分
の
代
で

農
業
を
辞
め
る
と
い
っ
た

方
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
経
営
に
お
い

て
は
農
産
物
の
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
や
価
格
の
下

落
、
近
年
の
天
候
の
変
化

な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々

な
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
の
間
、
燃

料
等
の
価
格
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
所
得
の
減
少
に

よ
り
農
業
に
必
要
な
支
出

を
生
活
費
か
ら
工
面
す
る

必
要
が
生
じ
、
そ
れ
が
続

き
や
が
て
農
業
を
辞
め
て

し
ま
う
と
い
う
方
も
い
ま

す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
収

入
減
少
を
補
充
す
る
こ
と

が
で
き
る
収
入
保
険
へ
加

国
が
５
年
ご
と
に

調
査
を
行
っ
て
い

る
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
統

計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
石
岡

市
の
総
農
業
者
数
は
、
２

０
１
０
年
は
４
４
３
９

人
、
２
０
２
０
年
は
３
１

４
１
人
と
な
っ
て
お
り
、

比
較
す
る
と
約
30
％
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
収
入

保
険
へ
の
当
市
に
お
け
る

現
在
の
加
入
者
数
で
す

が
、
茨
城
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
令
和
５
年
で
は
個

人
82
件
、
法
人
１
件
、
合

計
83
件
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

　
当
市
は
収
入
保
険
の
保

農
業
者
の
減
少
、
後
継
者
不

足
の
対
策
と
し
て
収
入
保
険

料
の
支
援
を

動　画

問

答 入
す
る
こ
と
は
自
衛
の
手

段
と
し
て
大
変
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
本

市
に
お
け
る
収
入
保
険
の

加
入
者
数
と
保
険
料
に
対

す
る
市
か
ら
の
支
援
は
し

て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

険
料
に
対
す
る
補
助
等
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
農

業
経
営
の
安
定
は
大
変
重

要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
収
入
保
険
の
保

険
料
の
補
助
に
つ
い
て
は

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
者
減
少
の
対
策
と
し

て
、
新
規
就
農
者
の
確
保

と
と
も
に
、
い
か
に
安
心

し
て
農
業
を
継
続
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
く
か

が
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

防
犯
灯
は
、
地
区

の
安
心
安
全
や
住

環
境
の
向
上
を
目
的
に
、

地
元
の
区
や
自
治
会
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
設

置
及
び
管
理
が
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
私
と
し
て
も
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
生
活
に
非
常
に
役

立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
特
に
市
郊
外
の
地
区
に

お
い
て
は
、
地
区
の
面
積

の
広
さ
の
割
に
住
ん
で
い

る
人
が
減
少
し
て
お
り
、

防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て

地
区
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
防

犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て
、

方
向
性
を
決
め
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
岡
市
の
よ
う

に
地
元
の
地
区
で
防
犯
灯

こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
補
助

金
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

補
助
金
な
ど
の
制
度
を
設

け
、
区
や
自
治
会
に
対
し

て
財
政
的
に
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
電
気
料

の
負
担
が
大
き
く
、
地
区

の
活
動
が
十
分
に
行
え
な

い
と
の
声
も
届
い
て
い
ま

す
。
現
在
、
地
区
防
犯
灯

に
対
す
る
新
し
い
制
度
と

し
て
、
地
区
で
管
理
す
る

防
犯
灯
１
灯
に
つ
き
定
額

の
補
助
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
市
の
財
政
状
況
を
鑑

み
る
と
、
費
用
の
全
額
負

担
は
厳
し
い
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
地
区
の
負
担
が

軽
減
で
き
る
よ
う
な
制
度

地
元
の
負
担
軽
減
を
考
え
た

今
後
の
防
犯
灯
管
理
を
検
討

す
べ
き

動　画

問

答

と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
防
犯
灯
の
管
理
を
市
へ

一
括
移
管
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
試
算
で
は
約
３

５
０
０
万
円
の
予
算
、
ま

た
、
管
理
台
帳
の
整
備
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

早
急
な
対
応
と
し
て
、
ま

ず
は
電
気
料
の
補
助
に
特

化
し
た
制
度
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

を
管
理
し
て
い
る
市
は
少

数
派
で
す
。
今
後
、
最
終

的
に
全
部
の
防
犯
灯
の
管

理
を
市
が
受
け
持
つ
こ
と

に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲茨城県外から県内への工場
移転立地件数の推移、H29～ R3
は全国１位の件数となっている
（財務省関東財務局経済調査
 レポート参照）

年度 H29 H30 R1 R2 R3

移転
件数 30 34 40 35 28

▲茨城県内では、14市町村で実施され
　ている（農林水産省HPより）

収入保険補助
実施市町村
（R4年度）

結城市、常総市、ひたちなか市、
守谷市、筑西市、桜川市、行方市、
鉾田市、小美玉市、茨城町、
大子町、美浦村、八千代町、境町

▲電気料の補助が検討されている
　防犯灯
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谷田川　泰
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一般質問一般質問

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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先
日
、
石
岡
市
内

の
学
校
で
の
い
じ

め
に
つ
い
て
の
報
道
も
あ

り
ま
し
た
が
、
市
内
小
中

学
校
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ
め
、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
家
庭
環

境
や
人
間
関
係
な
ど
問
題

が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
じ
め
対
策
に
対

し
て
教
職
員
だ
け
の
対
応

は
限
界
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
専
門
人
材
の
活
用
の
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

ず
は
市
内
の
学
校
現
場
に

行
き
、
見
て
、
現
場
を
支

え
て
い
る
教
職
員
や
保
護

者
と
の
対
話
を
基
本
に
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

声
を
じ
か
に
聞
い
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
、
こ
の
い
じ

め
対
策
な
ど
を
き
っ
か
け

に
子
ど
も
た
ち
の
よ
い
と

こ
ろ
に
目
を
向
け
、
強
み

市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
い
じ
め

の
認
知
件
数
は
、
令
和
４

年
度
は
小
学
校
２
６
１

件
、
中
学
校
２
０
５
件
で

す
。
児
童
生
徒
が
苦
痛
と

感
じ
た
こ
と
に
対
し
積
極

的
に
い
じ
め
と
認
知
、
対

応
す
る
指
導
を
支
援
し
て

い
る
た
め
、
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
特
に
法
的
な
対
応
に
つ

い
て
は
、
学
校
長
が
直
接

弁
護
士
に
相
談
で
き
る
体

制
づ
く
り
も
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
問
題
だ
け
で
な

く
、
児
童
生
徒
の
生
活
の

現
場
の
声
を
大
切
に
、
い
じ

め
対
策
の
取
組
の
実
施
を

動　画

問

答 を
伸
ば
し
、
お
互
い
を
尊

重
し
合
う
教
育
に
シ
フ
ト

し
、
寛
容
な
社
会
を
目
指

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の

い
じ
め
対
策
の
取
組
に
つ

い
て
、
当
市
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
支
援

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
教
育
委
員

会
と
各
学
校
で
連
携
し
、

い
じ
め
対
策
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
め
る
よ
う
、
専

門
家
が
学
校
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
体
制
、
児
童
生
徒

だ
け
で
な
く
保
護
者
が
相

談
で
き
る
総
合
的
な
相
談

体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
き
め
細
や
か

な
支
援
、
教
育
環
境
の
充

実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て
石
岡
市
の

現
状
は
非
常
に
厳
し
く
、

現
在
の
進
め
方
で
は
他
の

自
治
体
に
遅
れ
を
と
る
一

方
で
す
。
企
業
誘
致
の
実

現
、
働
く
場
所
の
確
保
、

こ
れ
が
な
け
れ
ば
さ
ら
に

人
口
は
流
出
し
、
本
市
の

自
主
財
源
の
確
保
も
難
し

く
な
り
ま
す
。
大
手
企
業

の
拠
点
立
地
が
県
内
の
随

所
で
進
ん
で
い
ま
す
。
今

後
の
企
業
誘
致
、
新
た
な

工
業
団
地
の
確
保
に
向
け

た
当
市
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
以
前
よ
り
提
案

を
し
て
い
る
土
地
購
入
に

対
す
る
支
援
策
、
空
き
家

対
策
、
移
住
定
住
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
つ
い
て

も
有
効
な
政
策
と
し
て
、

実
現
に
向
け
て
進
め
て
い

く
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、

都
市
計
画
の
見
直
し
、
市

街
化
調
整
区
域
の
緩
和

市
民
の
豊
か
な
生

活
を
守
る
た
め
に

雇
用
の
確
保
あ
る
い
は
市

内
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
企
業
誘
致
は
非
常
に

重
要
な
施
策
で
あ
り
、
ま

ず
は
現
在
行
っ
て
い
る
可

能
性
調
査
で
、
最
適
な
開

発
候
補
地
と
整
備
手
法
に

つ
い
て
選
定
し
、
来
年
度

以
降
は
必
要
な
手
続
を
進

め
、
で
き
る
限
り
早
期
の

工
業
用
地
の
整
備
、
確
保

に
努
め
、
新
た
な
企
業
を

誘
致
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
議
員
ご
提
案
の
土
地
購

人
口
減
少
問
題

　

厳
し
い
現
状
を
認
識
し
、
新

た
な
対
策
実
施
へ

動　画

問

答 策
、
乱
開
発
を
防
止
し
な

が
ら
定
住
促
進
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

踏
ま
え
、
中
心
市
街
地
へ

の
定
住
促
進
策
、
人
口
減

少
対
策
に
つ
い
て
、
当
市

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

入
に
対
す
る
支
援
策
な
ど

に
つ
い
て
は
、
庁
内
に
お

い
て
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
先
進
事
例

を
参
考
と
し
、
さ
ら
に
調

査
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
居
住
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
良
好
な
居

住
環
境
の
維
持
充
実
が
図

れ
る
よ
う
立
地
適
正
化
計

画
を
見
直
し
、
市
街
化
区

域
内
の
有
効
的
な
土
地
利

用
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
対
策
と
し
て
、
様
々
な

事
業
の
優
先
順
位
づ
け
に

よ
る
取
捨
選
択
を
行
い
、

事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
不
足

は
深
刻
な
問
題
で

あ
り
、
特
に
規
模
の
大
き

い
農
業
者
の
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
後
継
者
が
い

な
い
た
め
に
自
分
の
代
で

農
業
を
辞
め
る
と
い
っ
た

方
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
経
営
に
お
い

て
は
農
産
物
の
自
然
災
害

に
よ
る
被
害
や
価
格
の
下

落
、
近
年
の
天
候
の
変
化

な
ど
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々

な
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
年
の
間
、
燃

料
等
の
価
格
高
騰
が
続
い

て
お
り
、
所
得
の
減
少
に

よ
り
農
業
に
必
要
な
支
出

を
生
活
費
か
ら
工
面
す
る

必
要
が
生
じ
、
そ
れ
が
続

き
や
が
て
農
業
を
辞
め
て

し
ま
う
と
い
う
方
も
い
ま

す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
収

入
減
少
を
補
充
す
る
こ
と

が
で
き
る
収
入
保
険
へ
加

国
が
５
年
ご
と
に

調
査
を
行
っ
て
い

る
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
統

計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
石
岡

市
の
総
農
業
者
数
は
、
２

０
１
０
年
は
４
４
３
９

人
、
２
０
２
０
年
は
３
１

４
１
人
と
な
っ
て
お
り
、

比
較
す
る
と
約
30
％
減
少

し
て
い
ま
す
。
ま
た
収
入

保
険
へ
の
当
市
に
お
け
る

現
在
の
加
入
者
数
で
す

が
、
茨
城
県
農
業
共
済
組

合
連
合
会
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
令
和
５
年
で
は
個

人
82
件
、
法
人
１
件
、
合

計
83
件
が
加
入
し
て
い
ま

す
。

　
当
市
は
収
入
保
険
の
保

農
業
者
の
減
少
、
後
継
者
不

足
の
対
策
と
し
て
収
入
保
険

料
の
支
援
を

動　画

問

答 入
す
る
こ
と
は
自
衛
の
手

段
と
し
て
大
変
効
果
的
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
本

市
に
お
け
る
収
入
保
険
の

加
入
者
数
と
保
険
料
に
対

す
る
市
か
ら
の
支
援
は
し

て
い
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

険
料
に
対
す
る
補
助
等
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
農

業
経
営
の
安
定
は
大
変
重

要
な
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
収
入
保
険
の
保

険
料
の
補
助
に
つ
い
て
は

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
者
減
少
の
対
策
と
し

て
、
新
規
就
農
者
の
確
保

と
と
も
に
、
い
か
に
安
心

し
て
農
業
を
継
続
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
く
か

が
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

防
犯
灯
は
、
地
区

の
安
心
安
全
や
住

環
境
の
向
上
を
目
的
に
、

地
元
の
区
や
自
治
会
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
設

置
及
び
管
理
が
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
私
と
し
て
も
、

地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
生
活
に
非
常
に
役

立
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
特
に
市
郊
外
の
地
区
に

お
い
て
は
、
地
区
の
面
積

の
広
さ
の
割
に
住
ん
で
い

る
人
が
減
少
し
て
お
り
、

防
犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て

地
区
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
防

犯
灯
の
管
理
に
つ
い
て
、

方
向
性
を
決
め
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
岡
市
の
よ
う

に
地
元
の
地
区
で
防
犯
灯

こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
補
助

金
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

補
助
金
な
ど
の
制
度
を
設

け
、
区
や
自
治
会
に
対
し

て
財
政
的
に
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
電
気
料

の
負
担
が
大
き
く
、
地
区

の
活
動
が
十
分
に
行
え
な

い
と
の
声
も
届
い
て
い
ま

す
。
現
在
、
地
区
防
犯
灯

に
対
す
る
新
し
い
制
度
と

し
て
、
地
区
で
管
理
す
る

防
犯
灯
１
灯
に
つ
き
定
額

の
補
助
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
市
の
財
政
状
況
を
鑑

み
る
と
、
費
用
の
全
額
負

担
は
厳
し
い
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
地
区
の
負
担
が

軽
減
で
き
る
よ
う
な
制
度

地
元
の
負
担
軽
減
を
考
え
た

今
後
の
防
犯
灯
管
理
を
検
討

す
べ
き

動　画

問

答

と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
防
犯
灯
の
管
理
を
市
へ

一
括
移
管
す
る
こ
と
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
試
算
で
は
約
３

５
０
０
万
円
の
予
算
、
ま

た
、
管
理
台
帳
の
整
備
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

早
急
な
対
応
と
し
て
、
ま

ず
は
電
気
料
の
補
助
に
特

化
し
た
制
度
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

を
管
理
し
て
い
る
市
は
少

数
派
で
す
。
今
後
、
最
終

的
に
全
部
の
防
犯
灯
の
管

理
を
市
が
受
け
持
つ
こ
と

に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※

各
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▲茨城県外から県内への工場
移転立地件数の推移、H29～ R3
は全国１位の件数となっている
（財務省関東財務局経済調査
 レポート参照）

年度 H29 H30 R1 R2 R3

移転
件数 30 34 40 35 28

▲茨城県内では、14市町村で実施され
　ている（農林水産省HPより）

収入保険補助
実施市町村
（R4年度）

結城市、常総市、ひたちなか市、
守谷市、筑西市、桜川市、行方市、
鉾田市、小美玉市、茨城町、
大子町、美浦村、八千代町、境町

▲電気料の補助が検討されている
　防犯灯
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記
事
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掲
載
さ
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る
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
質
問
者
ご
と
の
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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加
齢
性
難
聴
は

様
々
な
社
会
生
活

に
支
障
を
来
し
、
社
会
的

に
孤
立
し
鬱
状
態
に
陥
る

こ
と
も
あ
り
、
世
界
的
な

疫
学
調
査
で
は
、
加
齢
性

難
聴
者
と
認
知
症
と
は
関

係
が
あ
る
と
い
う
結
論
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
認
知
症
予
防
の
最
大

の
鍵
は
難
聴
の
予
防
と
治

療
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
補

聴
器
を
適
切
に
つ
け
る
こ

と
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
内

の
加
齢
性
難
聴
者
に
対
す

る
補
聴
器
購
入
助
成
制
度

の
実
施
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
に
な
っ

て
難
聴
に
な
っ
た
方
が
、

補
聴
器
が
高
額
で
購
入
で

き
な
い
例
が
多
い
と
い
う

こ
と
を
聞
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

見
ま
す
と
耐
用
年
数
の
記

現
在
、
茨
城
県
内

に
お
い
て
は
、
古

河
市
、
土
浦
市
、
筑
西
市

及
び
城
里
町
で
加
齢
性
難

聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購

入
助
成
制
度
を
実
施
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
65
歳
以

上
で
聴
覚
障
が
い
に
よ
る

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
人
を
対

象
と
し
、
助
成
額
は
１
万

円
か
ら
３
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
古
河
市
と
土
浦

市
に
つ
い
て
は
、
１
人
１

認
知
症
の
予
防
に
も
つ
な
が

る
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の

導
入
を

動　画

問

答 載
が
あ
り
、
何
度
も
買
い

換
え
る
場
合
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
人
口
減
少

を
食
い
止
め
、
本
当
に
健

康
で
長
生
き
し
て
も
ら

う
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が

非
常
に
大
事
な
中
で
、
他

の
自
治
体
で
実
施
し
て
喜

ば
れ
て
い
る
取
組
を
学

び
、
ぜ
ひ
補
聴
器
購
入
助

成
制
度
の
実
現
に
向
け
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
１
台
限
り
の
補
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
石
岡
市
で
は
、
高
齢
者

が
生
涯
現
役
を
目
指
し
て

い
き
い
き
と
安
心
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
現
在

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
員

ご
提
案
の
補
聴
器
購
入
助

成
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

国
及
び
県
の
補
助
制
度
に

よ
り
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
高
齢
者
の
さ
ら
な

る
健
康
の
保
持
、
増
進
及

び
介
護
予
防
を
図
る
た
め

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催しており、
積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 シティプロモーションの推進
　8月10日開催の委員会では、市民による魅力の認知
度向上を目的とした市民記者試行事業を実施し、推進
懇談会の委員から１年間を活動期間として取組を検証
した上で、広報紙やＳＮＳへの掲載を行う旨の説明が
ありました。委員からは、市民記者となる方が特定の
団体に偏った方や公平性に欠ける内容とならないよ
う、きっちり精査すべきといった意見がありました。
　9月11日開催の委員会では、交流・関係人口の拡大
やふるさとへの愛着、誇りの更なる醸成を目的として
動画コンテスト事業を実施し、市民が作成したＰＲ動

画をコンテスト形式で作品募集を実施していく旨の説
明がありました。委員からは、多くの幅広い年代の方
に参画していただけるよう、周知方法を広げ、啓発活
動もお願いできればといった意
見や、動画投稿数の推定数が少な
く、冬の行事が多く出てくるの
で、期間を少し延長したほうがい
いといった意見がありました。

文教厚生委員会 保健センターの統合集約化
　市執行部は、令和4年6月に石岡市総合保健セン
ター（仮称）基本構想を策定し、石岡・八郷両保健セン
ターの統合集約化に向けた検討を続けています。
　9月8日の委員会では、石岡市総合保健センター（仮
称）の今後のスケジュールとして、令和5年度中に整
備基本計画を策定し、令和6年度に基本・実施設計、
令和7年度から8年度にかけて建設を進め、令和9年
度の供用開始を目指すとの報告がありました。
　また、併せて示された施設のレイアウトイメージは、
2階建てで作られています。これに対し委員から、「2

階建て以上の場合、エレベーターなどの機能もつけな
くてはならない。スペースを最大限作るには平屋が
よいと思うが、どう考えている
か」との質問があり、執行部から
は、「平屋は工事費の面で有利で、
階段などの移動の負担が軽減で
きる。平屋で建てられるような
候補地の選定等はこれから進め
ていく」との答弁がありました。

産業建設委員会 移動スーパー実績報告
　9月12日に開催した当委員会では、一般会計補正
予算など、付託された議案６件の審査を行い、すべて
原案可決すべきものと決しました。
　所管事務の調査では、執行部から令和4年10月3日
から市内44か所を販売場所とし実施している買い物
支援実証事業（移動スーパー）の説明がありました。
売上金額や、売れ筋商品、また、地区によっての利用
人数の報告などがあり、11月上旬には利用人数や利
用実績、アンケート調査をもとに販売場所や販売時間
の見直しを実施する予定との説明がありました。

　委員からは、移動スーパーの販売場所について見直
しの意見や周知の仕方について意見があり、執行部か
らは協議を進めて行くととも
に、周知方法についても、ホー
ムページや広報紙に載せるな
ど、周知方法を検討して、多く
の方に利用していただけるよ
うな方策を考えていきたいと
答弁がありました。

傍聴について

傍聴のご案内
～議会を傍聴してみませんか～

　石岡市議会では、本会議と各常任委員会などを公開しており、どなたで
も傍聴していただけます。石岡市役所本庁舎３階の石岡市議会へぜひお越
しください。
　会議の開催情報は随時ホームページに掲載いたします。ご不明な点は議
会事務局までお問い合わせください。

傍聴についての詳細
は二次元コードから

本会議では、議員による一般質問・議案質
疑、議案などの議決が行われます。

受付：8時30分から先着順にてご案内いたします。受付で氏名・
　　　住所を記入ください。
定員：50名（一般席45名、報道関係者席5名）

本会議

委員会では、議案内容の詳しい審査や請願
・陳情に関する審査などが行われます。

受付：会議開始時刻の30分前から受付を開始し、受付で氏名・
　　　住所を記入ください。ただし、10分前において定員を超
　　　えた場合はくじ引きとなります。 　　
定員：10名
※一部の特別委員会など、傍聴できない委員会があります。

委員会
【傍聴席から見た議場】

▲石岡市の魅力が伝わる
　動画を募集中

▲移動スーパーのチラシ
　11月6日より一部ルート変更

PR動画コンテスト
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催しており、
積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 シティプロモーションの推進
　8月10日開催の委員会では、市民による魅力の認知
度向上を目的とした市民記者試行事業を実施し、推進
懇談会の委員から１年間を活動期間として取組を検証
した上で、広報紙やＳＮＳへの掲載を行う旨の説明が
ありました。委員からは、市民記者となる方が特定の
団体に偏った方や公平性に欠ける内容とならないよ
う、きっちり精査すべきといった意見がありました。
　9月11日開催の委員会では、交流・関係人口の拡大
やふるさとへの愛着、誇りの更なる醸成を目的として
動画コンテスト事業を実施し、市民が作成したＰＲ動

画をコンテスト形式で作品募集を実施していく旨の説
明がありました。委員からは、多くの幅広い年代の方
に参画していただけるよう、周知方法を広げ、啓発活
動もお願いできればといった意
見や、動画投稿数の推定数が少な
く、冬の行事が多く出てくるの
で、期間を少し延長したほうがい
いといった意見がありました。

文教厚生委員会 保健センターの統合集約化
　市執行部は、令和4年6月に石岡市総合保健セン
ター（仮称）基本構想を策定し、石岡・八郷両保健セン
ターの統合集約化に向けた検討を続けています。
　9月8日の委員会では、石岡市総合保健センター（仮
称）の今後のスケジュールとして、令和5年度中に整
備基本計画を策定し、令和6年度に基本・実施設計、
令和7年度から8年度にかけて建設を進め、令和9年
度の供用開始を目指すとの報告がありました。
　また、併せて示された施設のレイアウトイメージは、
2階建てで作られています。これに対し委員から、「2

階建て以上の場合、エレベーターなどの機能もつけな
くてはならない。スペースを最大限作るには平屋が
よいと思うが、どう考えている
か」との質問があり、執行部から
は、「平屋は工事費の面で有利で、
階段などの移動の負担が軽減で
きる。平屋で建てられるような
候補地の選定等はこれから進め
ていく」との答弁がありました。

産業建設委員会 移動スーパー実績報告
　9月12日に開催した当委員会では、一般会計補正
予算など、付託された議案６件の審査を行い、すべて
原案可決すべきものと決しました。
　所管事務の調査では、執行部から令和4年10月3日
から市内44か所を販売場所とし実施している買い物
支援実証事業（移動スーパー）の説明がありました。
売上金額や、売れ筋商品、また、地区によっての利用
人数の報告などがあり、11月上旬には利用人数や利
用実績、アンケート調査をもとに販売場所や販売時間
の見直しを実施する予定との説明がありました。

　委員からは、移動スーパーの販売場所について見直
しの意見や周知の仕方について意見があり、執行部か
らは協議を進めて行くととも
に、周知方法についても、ホー
ムページや広報紙に載せるな
ど、周知方法を検討して、多く
の方に利用していただけるよ
うな方策を考えていきたいと
答弁がありました。

傍聴について

傍聴のご案内
～議会を傍聴してみませんか～

　石岡市議会では、本会議と各常任委員会などを公開しており、どなたで
も傍聴していただけます。石岡市役所本庁舎３階の石岡市議会へぜひお越
しください。
　会議の開催情報は随時ホームページに掲載いたします。ご不明な点は議
会事務局までお問い合わせください。

傍聴についての詳細
は二次元コードから

本会議では、議員による一般質問・議案質
疑、議案などの議決が行われます。

受付：8時30分から先着順にてご案内いたします。受付で氏名・
　　　住所を記入ください。
定員：50名（一般席45名、報道関係者席5名）

本会議

委員会では、議案内容の詳しい審査や請願
・陳情に関する審査などが行われます。

受付：会議開始時刻の30分前から受付を開始し、受付で氏名・
　　　住所を記入ください。ただし、10分前において定員を超
　　　えた場合はくじ引きとなります。 　　
定員：10名
※一部の特別委員会など、傍聴できない委員会があります。

委員会
【傍聴席から見た議場】

▲石岡市の魅力が伝わる
　動画を募集中

▲移動スーパーのチラシ
　11月6日より一部ルート変更
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令和５年
第３回定例会
（8月29日～9月14日）

支え、支えられ、ともに生きる（写真／ 飼い主の愛護のもとで幸せに暮らす動物たち）
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編集後記

　「いしおか市議会だより」第89号をお届けします。
　石岡市政には課題が山積しています。市民ホールなど
の複合文化施設建設をどうするのか、産科の開設、子ど
もも高齢者も安心して暮らせる福祉豊かな市政をどうつ
くっていくのか、主要な産業である農業、中小企業をど
う守り育てていくのか、「歴史の里」としての文化財の保
存と活用、住み続けたい街をつくり、人口減少にどう歯
止めをかけていくのか、駅周辺整備と中心市街地の活性
化など・・・・。市民のみなさんの願いと声を市政に届け、
実現していくために第3回定例会でも15名の議員が一
般質問にたち、4名が議案質疑を行いました。
　ぜひ「いしおか市議会だより」を読んでいただき、ご意
見ご要望をお寄せください。議会広報委員会として議会
事務局の協力も得て、市民のみなさんに親しまれる紙面
にするために努力してまいります。（小松）

●議会広報委員会
委員長　川井　幸一
委　員　小松　豊正
委　員　飯村　一夫

副委員長　新田　　茜
委　員　谷田川　泰
委　員　中根　淳一

月　日 内　　容 場　所 中継

12月 ８日（金） 文教厚生委員会 委員会室

12月11日（月）総務企画委員会 委員会室

12月12日（火）産業建設委員会 委員会室

12月13日（水）複合文化施設建設特別委員会
全　　員
協議会室

12月14日（木）議会運営委員会 全　　員
協議会室

11月28日（火）開会日（議案の提案理由説明など） 本会議場 ○

12月 ４日（月） 一般質問 本会議場 ○

12月 ５日（火） 一般質問 本会議場 ○

12月 ６日（水） 一般質問 本会議場 ○

12月 ７日（木） 議案質疑 本会議場 ○

12月15日（金） 閉会日（議案の採決など） 本会議場 ○

第４回定例会の予定 12月

環境にやさしい植物油インキを使用しています。

Ishioka City Council News -No.89-

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks 

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

議員研修会

議員研修会を
開催しました

　
　

　石岡市議会議員の資質向上を図ることを目的に、毎年、議員研修会を開催しています。
　改選後初めての研修会となった今回、二部構成で実施をしました。
　第一部では、議長・副議長が中心となり、議会に関する基本事項を定めた最高規範である「石岡市議会基
本条例」について議員自ら理解を深めていく研修を行いました。
　また、第二部では、元全国都道府県議会議長会事務局次長の鵜沼信二氏を講師にお招きし、『地方議会・
議員の役割と権限―期待される機能発揮のあり方―』をテーマにご講演をいただき、出席した議員は講師
の話に熱心に耳を傾け、大変有意義な研修会となりました。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10言語翻訳や音声読み上
げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報紙などが集約された「ibaraki ebooks（イ
バラキイーブックス）」でデジタルブック配信しています。スマートフォンやタブレットなどで、ぜひアクセス
してみてください！

第一部 第二部


